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経済企業委員会会議録 

 

令和７年３月１３日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ３時４４分閉議（実時間２５４分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第３号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第１４号（関係分） 

１．議案第７号・令和７年度八代市一般会計予

算（関係分） 

１．議案第１３号・令和７年度八代市久連子財

産区特別会計予算 

１．議案第１４号・令和７年度八代市椎原財産

区特別会計予算 

１．議案第１５号・令和７年度八代市水道事業

会計予算 

１．議案第１６号・令和７年度八代市簡易水道

事業会計予算 

１．議案第２０号・契約の変更について（八代

南部排水機場３号ポンプ設備復旧工事） 

１．陳情第１号・八代市食肉センター跡地にお

ける「資料展示館（仮称）」の建設につい

て 

１．所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

 （旧八代市厚生会館跡地利活用基本構想に

ついて） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  古 嶋 津 義 君 

副委員長  木 村 博 幸 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  金 子 昌 平 君 

委  員  谷 口   徹 君 

委  員  中 山 諭扶哉 君 

委  員  村 川 清 則 君 

 

※欠席委員          君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     豊 田 浩 史 君 

  農林水産部次長   續   良 彦 君 

  農林水産部次長   村 井 幸 治 君 

  フードバレー推進課長 松 永 貴 志 君 

  農業振興課長    稲 田 忠 征 君 

  農業振興課長補佐  野 田 良 晴 君 

  農地整備課長    蓑 星 博 之 君 

  水産林務課長    前 田 浩 信 君 

 経済文化交流部長   野々口 正 治 君 

  経済文化交流部次長 緒 方   浩 君 

  経済文化交流部次長 竹 原 彰 吾 君 

  商工政策課長    西 村 新 吾 君 

  観光振興課長    甲 斐 春 一 君 

  観光振興課観光振興係長 宮 﨑 克 彦 君 

  港湾・クルーズ振興課長 髙 田 剛 志 君 

  文化振興課長    米 崎 寿 一 君 
 
  スポーツ振興課長補佐 
            永 山 道 也 君 
  兼管理係長 
 

 総務企画部 
 
  泉支所産業建設課主幹 
            寺 川 博 文 君 
  兼農林水産係長 
 

部局外 

  理事兼水道局長   吉 永 哲 也 君 

                              

○記録担当書記     松 﨑 広 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（古嶋津義君） おはようございます。

（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）それ

では、定刻となり定足数に達しましたので、た

だいまから経済企業委員会を開会いたします。 
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 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

 なお、令和２年７月豪雨並びに企業誘致用地

及び新八代駅周辺整備に関連する予算、事件、

条例案等につきましては、特別委員会に付託と

なりますので、御承知おき願います。 

                              

◎議案第３号・令和６年度八代市一般会計補正

予算・第１４号（関係分） 

○委員長（古嶋津義君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第３号・令和６年度八代市一般会計補正

予算・第１４号中、当委員会関係分を議題とし、

説明を求めます。 

 それでは、歳出の第５款・農林水産業費につ

いて、農林水産部から説明を願います。 

○農林水産部長（豊田浩史君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり） 

 それでは、議案第３号・令和６年度八代市一

般会計補正予算・第１４号中、当委員会に付託

されました農林水産部関係分につきまして、續

農林水産部次長より説明いたしますので、御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

○農林水産部次長（續 良彦君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部の續でございます。よろしく

お願いします。 

 それでは、議案第３号・令和６年度八代市一

般会計補正予算・第１４号中、当委員会に付託

されました農林水産部関係分につきまして御説

明いたします。失礼して、着座にて説明をいた

します。 

 それでは、まず、予算書の３ページをお願い

いたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の歳出、款５・農

林水産業費、項１・農業費で、補正額６億５８

２８万９０００円を追加し、補正後の額を４５

億６９１万６０００円としております。 

 少し飛びまして、１６ページをお願いいたし

ます。 

 ページ中ほど、款５・農林水産業費、項１・

農業費、目３・農業振興費で、補正額４億９５

３３万５０００円を追加し、補正後の額を１８

億８５１９万５０００円としております。これ

は、強い農業づくり支援事業で、国の交付金を

活用して、地域農業における中心的な役割を果

たしている農業者団体などが共同利用施設など

を整備する費用の一部を補助するものでござい

ます。 

 今回、Ｒ７丸鋼管ハウス生産管理組合など３

団体が整備いたしますトマト栽培で使用する低

コスト耐候性ハウス、延べ１４棟、延べ面積４

万４２３９平米につきまして、追加で事業が採

択されたものでございます。 

 補助対象額９億９０６７万１０００円のうち、

２分の１の４億９５３３万５０００円を補助い

たします。 

 特定財源は全額県支出金でございます。 

 なお、補助内示後の着手となり、年度内完了

が困難となりますことから、全額繰越明許費を

設定いたしております。 

 次に、目８・農地費では、補正額９０６１万

４０００円を追加し、補正後の額を１７億１３

６９万１０００円としております。 

 まず、土地改良施設維持管理適正化事業では

８７８万９０００円を計上いたしております。

これは、現在オーバーホール整備を行っている

昭和第二排水機場の２号エンジンにおきまして、

本年１月にシリンダーヘッドなどの損傷が新た

に確認されましたことから、部品交換の追加が

生じたものでございます。 

 なお、当該部品は受注生産となり、年度内に

オーバーホール整備を完了することが困難なこ

とから、全体事業費に２００９万７０００円を

繰越明許費として設定いたしております。 
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 次に、県営土地改良事業負担金事業では８１

１３万円を計上いたしております。これは、国

の１次補正予算により、令和７年度で実施予定

の県営土地改良事業の一部を前倒しするもので

ございます。内訳は、昭和地区及び両出地区の

経営体育成基盤整備事業で１７１２万円、津口

・芝口地区のかんがい排水事業で４３９０万円、

文政地区及び八代海岸地区の農地海岸保全事業

で２０１１万円となっております。 

 特定財源は地方債８１１０万円でございます。 

 次に、水利施設管理強化事業では６９万５０

００円を追加いたしております。これは、土地

改良区で管理する農業水利施設の電気料につき

まして、昨年４月から９月までの電気料高騰分

の７割を補助するものでございます。内訳は、

八代平野北部土地改良区で２３万４０００円、

八代平野南部土地改良区で１３万９０００円、

八の字土地改良区で３２万２０００円となって

おります。 

 特定財源は全額県支出金でございます。 

 最後に、目１２・地籍調査費で、補正額７２

３４万円を追加し、補正後の額を２億３３３５

万６０００円といたしております。これは、地

籍調査事業で、国の１次補正予算により、令和

７年度で実施予定の事業を一部前倒しするもの

でございます。 

 特定財源は県支出金で、補助率４分の３の５

４２５万５０００円でございます。 

 なお、年度内に事業が完了しないことから、

全額繰越明許費を設定しております。 

 以上が、令和６年度八代市一般会計補正予算

・第１４号中、農林水産部関係の説明でござい

ます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で第

５款・農林水産業費についてを終了します。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時０９分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第６款・商工費について、経済

文化交流部から説明を願います。 

○経済文化交流部長（野々口正治君） 皆様、

おはようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）経済文化交流部、野々口でござ

います。本日は大変お世話になります。 

 本日、経済企業委員会に付託されました予算

議案、議案第３号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第１４号のうち、経済文化交流部が

所管いたします分につきまして、緒方経済文化

交流部次長が説明をいたします。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） 皆さん、

おはようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）経済文化交流部、緒方でござい

ます。失礼ながら着座にて御説明をさせていた

だきます。 

 それでは、議案第３号・令和６年度八代市一

般会計補正予算書、第１４号をお願いいたしま

す。 

 経済企業委員会付託分のうち、経済文化交流

部関係を御説明をさせていただきます。 

 資料の３ページをお願いいたします。中段に

なります。 

 歳出の款６・商工費、項１・商工費で、補正

額３９２万円を増額し、補正後の額を２２億９

０５５万９０００円としております。 

 次に、１６ページをお願いをいたします。下

段になります。 
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 款６・商工費、項１・商工費、目１・商工総

務費で、補正額３９２万円を増額し、補正後の

額を３億６７５７万円としております。これは、

時間外手当の増加による職員手当の不足する額

を補正をお願いするものでございます。 

 主な要因といたしまして、くまがわ祭りの実

施において、熱中症対策のための人員の増、や

つしろ全国花火競技大会実施に際し、安全対策

の強化、また、開催当日は雨予報であったこと

から前日の雨天対策の実施に伴う人員増、また、

勤務時間の延長、そして、ふるさと納税業務に

おきまして、目標金額を上回る寄附金の増加に

伴う事務作業が増加した主な要因でございます。 

 説明については以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。意見も

ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３号・令和６年度八代市一般会計補正

予算・第１４号中、当委員会関係分については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第７号・令和７年度八代市一般会計予算

（関係分） 

○委員長（古嶋津義君） 次に、議案第７号・

令和７年度八代市一般会計予算中、当委員会関

係分を議題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第６款・商工費及び第９款

・教育費について、経済文化交流部から説明を

願います。 

○経済文化交流部長（野々口正治君） 皆様、

改めましておはようございます。（｢おはよう

ございます」と呼ぶ者あり）経済文化交流部、

野々口でございます。引き続きよろしくお願い

いたします。 

 本日、経済企業委員会に付託をされました議

案第７号・令和７年度八代市一般会計予算中、

経済文化交流部が所管をいたします当初予算の

総括を、まず私のほうから述べさせていただき

ます。失礼いたしまして、着座にて説明をさせ

ていただきます。 

 それでは、総合計画の基本計画に掲げます施

策に沿いまして、関連する当初予算の概要につ

いてお話をさせていただきます。 

 まず、商業の振興では、新たにふるさと納税

を活用しましたスタートアップ事業に対する補

助金を創設し、起業・創業の支援に取り組んで

まいります。 

 また、寄港が増加しますクルーズ船の受入れ

環境を向上させるため、地元商店街からの要望

等を踏まえまして、がらっぱ広場にトイレを整

備し、商店街の活性化を図ってまいります。 

 次に、地域産業の活性化では、本年２月に熊

本労働局と雇用対策協定を締結いたしました。

令和７年度は、本協定に基づき、若い人材の確

保・定着、誰もが活躍できる環境整備、雇用の

場の創出、移住・定住の促進の４つの施策を柱

とした実施計画を策定いたしまして、雇用に関

する課題解決に取り組んでまいります。 

 また、テレワークによる多様な働き方を支援

するための環境整備にも取り組んでまいります。 

 企業誘致対策につきましても、引き続き企業

誘致アドバイザーとの連携を図りながら、県と

ともに進めております県営工業団地の整備や、

ＥＳＲ株式会社との物流拠点構想の推進に関す



 

－5－

る覚書の具現化を見据え、国内外企業への積極

的な訪問とともに、展示会出展による本市のＰ

Ｒなど、新たなアプローチも取り入れながら、

厚みのある誘致活動を展開することでさらなる

産業集積を図り、地域産業の活性化につなげて

まいります。 

 次に、港湾振興と八代港・地方港湾の利用促

進では、ＪＡＳＭ第１工場の稼働、続く第２工

場の着工など、県内における半導体需要の高ま

りを八代港の成長につなげるため、台湾からの

半導体関連貨物の集荷促進を図るとともに、脱

炭素やトラックドライバーの負担軽減といった

社会的課題の解決に寄与する施策等の展開によ

り、新規貨物獲得のための取組を促進してまい

ります。 

 また、くまモンポート八代におきましては、

令和５年春から国際クルーズ船の寄港が再開し、

令和６年につきましては３２回の寄港があり、

今後のクルーズ船の寄港増加が期待されており

ます。引き続き、熊本県や八代商工会議所、Ｄ

ＭＯやつしろなどの関係団体と連携いたしまし

て、中心市街地や日奈久地域へのクルーズ客の

誘客を強化することで、地域経済の活性化につ

なげてまいります。 

 次に、地域資源の魅力発信と観光振興につき

ましては、新たな取組といたしまして、日本製

紙株式会社八代工場の壁面を活用したプロジェ

クションマッピングによる観光情報の発信をは

じめ、昨年１１月に本市で初めて公認キャラク

ターに認定いたしました、ちくワンを最大限に

活用した観光ＰＲなどに積極的に取り組むなど、

本市の交流人口の拡大につなげてまいります。

また、全国花火競技大会や九州国際スリーデー

マーチなどのイベントにつきましては、全国か

らさらに多くの方々にお越しいただけますよう、

内容の充実を図るとともに、安心で安全な大会

となるよう取り組んでまいります。 

 次に、歴史文化遺産の保存・活用と文化芸術

活動の推進につきましては、本年度に策定予定

の国指定史跡八代城跡群の整備基本計画を基に、

史跡の整備に取り組んでまいります。また、令

和２年度に認定された日本遺産につきましても、

構成文化財等の整備と観光誘客につながる取組

を進めまして、文化財の保存と公開活用に努め

てまいります。併せて旧厚生会館跡地利活用計

画の市民への周知を図り、いただいた御意見を

今後の基本設計等に反映させることで、中心市

街地のにぎわいの創出につながる跡地整備に取

り組むとともに、八代市文化祭や自主文化事業

など、芸術文化活動の推進についても積極的に

取り組んでまいります。 

 最後に、スポーツ活動の推進と環境整備では、

バドミントンの国際大会であるアジアジュニア

選手権大会が、令和８年から２年間、本市での

開催が決定いたしましたことから、熊本県バド

ミントン協会、八代市バドミントン協会等の関

係機関を含めた実行委員会を今年の４月に設立

いたしまして、大会成功に向けて準備を進めて

まいります。また、西日本大学男子ソフトボー

ル選手権大会や韓国の高校野球チームの合宿等、

スポーツの大会や合宿の誘致に官民一体となっ

て積極的に取り組み、市外から多くの方々に本

市を訪れていただき、本市ににぎわいをもたら

すことで、スポーツの振興のみならず、交流人

口の拡大により地域活性化を図ってまいります。 

 このほか、坂本町の復旧・復興、及びＳＤＧ

ｓやデジタル化の推進をはじめとする八代の未

来を切り拓くための施策にも積極的に取り組み

まして、市の将来像でありますしあわせあふれ

るひと・もの交流拠点都市やつしろの実現に向

けて取組を進めてまいります。 

 以上、経済文化交流部所管の令和７年度当初

予算の総括とさせていただきます。 

 詳細につきましては、竹原経済文化交流部次

長が説明をいたしますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 
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○経済文化交流部次長（竹原彰吾君） 皆さん、

おはようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）経済文化交流部の竹原でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 議案第７号・令和７年度八代市一般会計予算

経済文化交流部所管分の主要な事業、また新規

事業を中心に、予算の内容を抜粋して説明させ

ていただきます。着座にて説明させていただい

てよろしいでしょうか。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○経済文化交流部次長（竹原彰吾君） それで

は、まず、予算書の１３ページを御覧ください。 

 第６款・商工費の当初予算額として２３億５

８５１万４０００円を計上しております。前年

度と比較しまして２億３７０１万３０００円の

増額となっております。 

 続いて、第９款・教育費のうち、当部関係分

の当初予算額として８億６７万５０００円を計

上しており、前年度と比較して１５８４万６０

００円の減額となっております。 

 商工費及び当部関係分の教育費の合計額は３

１億５９１８万９０００円、昨年度と比較しま

して２億２１１６万７０００円、率にして約７.

５％の増、また、当初予算総額に占める割合は

約４.１％となっております。 

 それでは、予算書の８２ページをお願いいた

します。 

 款６・商工費、項１・商工費、目１・商工総

務費の予算額は３億６０９２万６０００円を計

上しており、前年度から２１１万４０００円の

減額となっております。減額の主な要因といた

しましては、人事異動による給料、職員手当等

の減少などによるものでございます。 

 次に、下段を御覧ください。 

 目２・商工振興費の予算額は１５億９０４６

万９０００円を計上しており、前年度から２億

５９０３万２０００円の増額となっております。

増額の主な要因といたしましては、キャッシュ

レス決済ポイント還元事業（重点交付金）とＬ

Ｐガス価格高騰対策支援事業（重点交付金）の

物価高騰対策による増額などによるものでござ

います。 

 主な事業及び財源内訳につきましては、個別

に説明いたします。 

 それでは、説明欄を御覧ください。 

 説明欄の６行目になります。八代港ポートセ

ールス事業１億７３７２万７０００円は、八代

港のさらなる利用促進を図るため、県や港湾事

業者及び荷主等と情報を共有し、官民一体とな

ったポートセールスを展開するものでございま

す。主な内容といたしましては、八代港ポート

セールス活動旅費３５０万円、国際コンテナ利

用助成金１億５０００万円、リーファーコンテ

ナ利用拡大助成金１１８７万円、モーダルシフ

ト支援助成金１００万円などでございます。ま

た、新規の取組といたしまして、ＴＳＭＣの本

拠地である台湾での八代港の知名度向上と八代

港利用企業の取引増加を目的にした八代港セミ

ナーｉｎ台湾委託費２３０万円、コンテナ貨物

集荷を促進するため海運貨物取扱事業者向けの

新規貨物取扱量に応じた助成金としてフォワー

ダー集荷拡大支援事業１５０万円を予定してお

ります。 

 なお、特定財源は、国際交流支援事業助成金

１１９万円を予定しております。 

 次に、５行下になります。商店街活性化事業

４４４５万円は、クルーズ船客の受入れ環境整

備や商店街活性化補助金を活用したソフト事業

によるにぎわいの創出や商店街再生事業による

新規店舗の誘致により中心市街地への人の流れ

を創出するもので、がらっぱ広場トイレ新築工

事３３８１万４０００円、商店街活性化事業補

助金１０００万円などでございます。 

 次に、２行下の雇用促進対策事業５０９万３

０００円は、市民の所得向上及び地域経済の活

性化を支える企業への人材確保を図るため、求
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職者の資格取得に対する助成やキャリアアップ

支援を行うもので、八代市就業資格取得支援助

成金３０万円、子育て世代のテレワーク就労支

援事業委託料４５１万３０００円などでござい

ます。 

 なお、特定財源は、地域女性活躍促進交付金

３１５万９０００円、ふるさと八代元気づくり

応援基金繰入金１０５万４０００円などを予定

しております。 

 次に、１行下の企業誘致対策事業１９６８万

２０００円は、誘致対象企業である製造業、情

報通信業、物流関連企業等に対し誘致活動を展

開し、経済波及効果及び税収の増加や雇用の場

の確保を目的に、企業の進出、集積を図るもの

でございます。主なものは、企業誘致活動に伴

う旅費２５０万円と、国内・国外からの企業誘

致を推進するため、企業誘致アドバイザーへの

委託料１５８４万円などでございます。新規の

取組としまして、企業立地フェア関係経費とし

て５６万５０００円を計上しております。 

 次に、２行下の未来創造塾運営事業２２４万

７０００円は、地元産業を担う企業の２代目等

の若手事業者を対象に講座や講習を実施すると

ともに、塾生同士の交流の場を提供するなどの

支援を行うものでございます。主なものといた

しまして、塾開校に伴う講師の報償費・旅費６

３万円のほか、熊本大学民間共同研究委託金と

して未来創造塾運営研究費５０万円と高校連携

研究費５０万円などでございます。 

 特定財源は、まちづくり交流基金繰入金など

２１２万７０００円を予定しております。 

 次に、下から２行目の起業・創業支援事業１

３０９万７０００円は、人と企業の新たなるチ

ャレンジへの支援と若手産業人材の育成を図る

ものでございます。主なものとして、令和７年

度からの新規事業である八代市ソーシャルスタ

ートアップ成長支援事業補助金として８１２万

円を計上しております。この事業は、認定した

スタートアップ企業のプロジェクトを八代市の

契約するふるさと納税サイトに掲載し、集まっ

た寄附金のうち、返礼品などの諸経費を除いた

金額を企業へ拠出する制度であります。 

 なお、特定財源はふるさと元気づくり応援寄

附金クラウドファンディング分１０５０万円、

ふるさと八代元気づくり応援基金繰入金２５５

万５０００円を予定しております。 

 続きまして、８３ページをお願いいたします。 

 １行目のキャッシュレス決済ポイント還元事

業（重点交付金）２億２０００万円は、市内対

象店舗におけるキャッシュレス決済利用者を対

象として還元率２０％のポイント還元を行うも

ので、１回の決済当たり上限が１０００ポイン

ト、期間中の上限が１決済事業者当たり４００

０ポイントの付与を予定しております。なお、

対象の決済事業者は５事業者となります。 

 特定財源として全額国庫支出金、物価高騰対

応重点支援地方創生臨時交付金を予定しており

ます。 

 ３行目ですが、ＬＰガス価格高騰対策支援事

業（重点交付金）１億７４００万円は、ＬＰガ

ス利用世帯の負担軽減を図るため、県のＬＰガ

ス協会を通じて当該価格の高騰分の一部を補助

するものでございます。１世帯当たり５０００

円を支給するものであります。 

 特定財源といたしまして、国庫補助金２分の

１、県支出金２分の１で、物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付金を予定しております。 

 次に、目３・観光費を説明いたします。予算

額４億７１１万９０００円を計上しており、昨

年度から１９９０万５０００円の減額となって

おります。主な要因といたしましては、八代舟

出浮きで使用する三ツ島観光漁業基地の桟橋改

修工事が令和６年度で完了したことなどによる

ものでございます。 

 ８４ページをお願いいたします。 

 それでは、説明欄を御覧ください。 
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 ９行目、坂本ふるさとまつり事業から１３行

目平家いずみお茶まつり事業までを御覧くださ

い。 

 各支所まつり関係事業として２２５０万円を

計上しております。こちらは、通常開催分４０

０万円と新市２０周年記念事業分５０万円の合

計４５０万円を各支所当たりの金額としており

ます。主な内容として、坂本地域は名物のぼた

もちをはじめとした特産品の販売の拡充。千丁

地域は、イグサや畳表をＰＲする事業の実施。

鏡地域は特産のジャガイモのＰＲ等の拡充。東

陽地域はショウガをテーマとしたグルメイベン

トなどの強化。泉地域は茶葉、ユズ等の地元食

材を使用した創作グルメコンテストなどを予定

しております。 

 なお、特定財源として全額まちづくり交流基

金繰入金を予定しております。 

 次に、下から５行目になります。観光交流事

業として８１８７万７０００円を計上しており

ます。主な内容としましては、観光物産イベン

ト等業務委託１５０万円、日奈久イベント補助

金１６９万３０００円、五家荘観光活性化事業

補助金９４万１０００円、ＤＭＯやつしろ補助

金２９９０万１０００円、ガイドブック作成委

託料（やつしろの風）５０５万９０００円など

でございます。また、新規の取組として、日本

製紙八代工場の建物の壁面にですね、プロジェ

クションマッピングを行う八代駅前等のデジタ

ル情報発信業務委託２３６６万６０００円、本

市の公認キャラクター、ちくワンを活用し観光

ＰＲ活動を行う八代イメージアップ事業業務委

託４９７万４０００円を予定しております。 

 特定財源といたしまして、ふるさと八代元気

づくり応援基金繰入金４０２９万９０００円を

予定しております。 

 続きまして、２行下になります。クルーズ船

寄港に伴う観光資源強化事業１４５０万８００

０円は、国内外におけるクルーズ船の誘致活動

を行うとともに、クルーズ船の受入れ体制の構

築を進めるものでございます。主な内容としま

しては、八代港ポートセールス活動旅費２０４

万５０００円、くまモンポート八代・クルーズ

活性化協議会負担金１０００万円、クルーズ船

誘致・受入推進事業委託１３８万９０００円な

どでございます。また、新規の取組としまして、

くまモンポート八代に初寄港のプレミアムクラ

スの船に対して歓迎イベントの実施費用として、

初寄港歓迎委託５０万円を予定しております。 

 次の行の遙拝八の字広場管理運営事業３９１

万１０００円は、遙拝八の字広場の管理運営を

行うもので、新規の取組として車椅子等の方が

多目的トイレを利用しやすい環境とするための

スロープ設置に係る測量設計業務委託１５１万

６０００円を予定しております。本体工事に関

しては、令和７年度補正予算にて対応いたしま

す。 

 なお、特定財源として市債充当率９５％の合

併特例債など合計１８８万２０００円を予定し

ております。 

 一番下になりますが、アウトドアツーリズム

推進事業４１万４０００円は、本市の観光資源

を生かしたキャンプ、サイクリング等のアウト

ドアファン層の誘客を推進するものです。アウ

トドア拠点施設であるアウトドアステーション

やつしろの経済的かつ効果的な施設運営を行う

とともに、アウトドアツーリズムの推進による

関係人口の拡大につなげるため、令和７年度以

降につきましては、電動アシスト自転車等の貸

出等による売上げを受託者の収入とすることな

どを条件に、本市から運営に係る委託料を支払

わずに、アウトドアステーションやつしろを活

用した施設運営及び利用促進を行う民間事業者

を公募したところであり、現在、事業者の選定

手続を行っているところでございます。令和７

年度につきましては、必要経費として電気代５

万８０００円、おれんじシーサイドライド実行
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委員会負担金３５万６０００円を計上しており

ます。 

 続きまして、１０３ページをお開きください。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目３・文

化施設費で９９２５万１０００円を計上してお

り、前年度から１億４８０万２０００円の減額

となっております。減額の主な要因としまして

は、鏡文化センター施設整備事業における改修

工事費の減などによるものでございます。 

 １０５ページをお願いいたします。 

 目６・文化財保護費で１億７０８０万円を計

上しており、前年度から８７７８万４０００円

の減額となっております。主な要因としまして

は、埋蔵文化財管理活用事業において、令和２

年７月豪雨災害の復興工事に伴う西部文化財収

蔵施設の移転が完了したことなどによるもので

ございます。 

 説明欄の４行目、伝統文化財保存事業９０４

万４０００円は、ユネスコ無形文化遺産である

八代妙見祭の保存団体等の活動を支援するとと

もに、それらをはじめとする地域の伝統行事の

さらなる活性化を図るものでございます。主な

内容として、八代妙見祭公開活用事業補助金６

９８万円、八代市伝統文化活性化事業補助金２

０６万４０００円を予定しております。また、

新規の取組として、新市２０周年を記念し、株

式会社ＡＮＡあきんどと締結しております地域

創生の推進に向けた業務連携協定を活用し、Ａ

ＮＡ国内線全便において機内前方の大型スクリ

ーンと客室通路上部の小型モニターで八代妙見

祭のＰＲ動画を１か月間放映する経費５０万円

を予定しております。 

 次に、下から２行目の市内城跡保存管理事業

７９７万８０００円は、八代城跡本丸の石垣除

草業務委託を行うとともに、新規の取組として

麦島城跡天守台において車両の進入を防止する

ためのポール設置工事３６万１０００円、国史

跡の古麓城跡、麦島城跡など計５か所の標識設

置工事４５６万２０００円を予定しております。 

 特定財源といたしまして、国庫補助金２５３

万円、ふるさと八代元気づくり応援基金繰入金

２１０万円を予定しております。 

 続きまして、１０６ページをお願いいたしま

す。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目１・社

会体育総務費で８０５０万７０００円を計上し

ており、前年度から１９０万４０００円の増額

となっております。増額の主な理由といたしま

しては、これまで郡市対抗熊日駅伝強化派遣委

託事業は、目２・社会体育事業費として計上し

ておりましたが、令和７年度から、目１・社会

体育総務費の社会体育団体補助金事業へ事業を

組み替えたことによるものでございます。 

 次に、下段を御覧ください。 

 目２・社会体育事業費で４５６０万６０００

円を計上しており、前年度から３９８万３００

０円の増額となっております。主な要因は、バ

ドミントンアジアジュニア選手権大会誘致事業

負担金の増額分や、プロスポーツ連携地域活性

化事業を新たに実施することなどによるもので

ございます。 

 説明欄の下から３行目、バドミントンアジア

ジュニア選手権大会誘致事業６５８万７０００

円は、令和７年度に実行委員会を設立し、実施

計画の作成や機運醸成のための啓発運動を行う

とともに、令和７年度の開催地であるインドネ

シア大会の視察や、アジアバトミントン連盟、

日本バドミントン協会と大会開催に向けた協議

を行うものでございます。 

 特定財源といたしまして、八代市スポーツ振

興基金繰入金９０万円を予定しております。 

 説明欄の一番下、プロスポーツ連携地域活性

化事業３００万円は、合併２０周年の記念事業

として、子供たちのスポーツに触れる機会を充

実させるため、プロスポーツの試合観戦及びス

ポーツ教室を開催するものです。 
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 １０７ページをお願いいたします。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目３・社

会体育施設費で４億４５１万１０００円を計上

しております。前年度から１億７０８５万３０

００円の増額となっております。その主な要因

は、体育施設整備事業において毎年実施してお

ります施設整備費の差異によるものでございま

す。 

 説明欄の一番下、体育施設整備事業２億５１

９６万２０００円は、所管します各体育施設の

整備を行うもので、主な内容といたしまして、

東陽スポーツセンター電気設備工事１億８５３

５万円、千丁中学校夜間照明施設改修工事５３

６８万円などを予定しております。 

 なお、特定財源として諸収入、スポーツ振興

くじ助成金１６００万円、市債充当率１００％

の過疎債１億９４２０万円、充当率９５％の合

併特例債３１７０万円など合計２億４１９０万

円を予定しております。 

 以上が、令和７年度経済文化交流部所管の当

初予算の内容となります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（木村博幸君） 商工費のところで、商

店街活性化事業、この中でがらっぱ広場トイレ

の新築工事が入っております。商店街の要望も

あっただろうと思いますけど、いろんな方が、

クルーズ船もやってきますし、ここのトイレは

どういった感じにされるのかなという質問です。

例えば多機能トイレ。ＬＧＢＴＱ、そういうの

も絡めて、使いやすい、配慮したというところ

であれば、そういった多機能トイレがあるのか

どうか、その辺をちょっとお聞きしたいと思い

ます。 

○商工政策課長（西村新吾君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）商工政策課の西村です。よろしくお願いし

ます。 

 委員御質問のがらっぱ広場トイレの施設の概

要でございますが、まずトイレとしましては、

男子専用、女子専用で、委員おっしゃいました

とおり多目的トイレも設計の中に入っておりま

すので、整備するというところで今進めている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（金子昌平君） ちょっとすいません、

関連でよろしいですか。 

 がらっぱ広場トイレ新築工事というところで、

スペースの中のどこの部分に新設をされるのか

ということと、配管を引かれていくんだろうと

思うんですけど、全体のスペースをきれいに仕

上げていくのか。トイレだけなのか。その広場

全体の工事に入るのかというのをちょっとお聞

かせいただきたいなと思って。 

○商工政策課長（西村新吾君） 整備の概要で

ございますが、まず、トイレの位置につきまし

ては、今現在がらっぱ広場のほうも使用がされ

ておりますので、できれば今、ちょっと細長く

アーケードがなっておりますが、奥のほう、中

心部から奥のほうにトイレのほうを設置する予

定にしております。当然、配管はアーケード側

から引くことになりますので、当然、その手前

からはつっていくような形になるんですけども、

路盤のほうの整備という部分は、トイレ周辺の

みを今考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（金子昌平君） もう一つ関連なんです

けど、トイレは２４時間体制で使えるようにさ

れるんですか。あそこ、ちょっとシャッターが

閉まっている状況だと思うんですけど。 

○商工政策課長（西村新吾君） 今現在、がら

っぱ広場のほうは時間で区切っておりますが、

２４時間ではございませんけれども、今後、ト

イレとなりますと、やはり２４時間のオープン
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になろうかと考えております。 

 ただ、施設の管理上も含めたところで、今後

管理者等とも協議を進めていきたいと思ってま

す。よりよい使いやすいようなトイレの運用に

努めてまいります。（委員金子昌平君「ありが

とうございます」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 企業誘致対策事業の部

分をお聞きしたいと思います。 

 企業誘致アドバイザー委託とありますけれど

も、１５８４万円。どういった業務を委託され

るのか。委託先はどういったところになるのか。

そして、最後に成果物というか、そういった評

価はどのようにされるのかをお聞きしたいと思

います。 

○商工政策課長（西村新吾君） 御質問の企業

誘致アドバイザーについてでございますが、ま

ず今回、企業誘致アドバイザーを本市のほうが

委託している経緯でございますけども、まず、

ＴＳＭＣの熊本県進出を契機としまして、半導

体関連産業を中心とした企業誘致の機運が高ま

っております。本市といたしましても、他の自

治体と差別化した戦略的な企業誘致活動を展開

するために、誘致戦略の策定と、またその戦略

に基づいた進出検討企業により、より早くアプ

ローチを行い、より効果的な企業誘致の活動に

つなげたいと考えているというところでござい

ます。そういったところで、今回、企業誘致ア

ドバイザーを昨年度から委託をしているところ

でございます。 

 主な活動内容としましましては、企業誘致全

般に関わってもらいたいとこちらも考えており

まして、戦略立案に関する助言でしたりとか、

あと、企業誘致に関する情報収集、企業の紹介、

あとは交渉等を主に考えております。あと、業

者の選定につきましてですが、今回の業者の選

定に至った経緯というところでよろしかったで

しょうか。 

○委員（谷口 徹君） どういった業種という

か、どういったところに委託をされる予定なの

かということです。 

○商工政策課長（西村新吾君） 申し訳ござい

ません。 

 相手方は、企業名がマーキュリーキャピタル

株式会社というところでございまして、東京に

本社を置かれるところでございます。事業とし

ましては、主に経営戦略コンサルティング事業、

ファイナンスアドバイザリーなどの事業内容を

持っていらっしゃるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） いいですか。 

○委員（谷口 徹君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 今のに関連しまして、

マーキュリーキャピタルさん、前回も多分動か

れていると思うんですけど、今の現状ですね、

投資をかなりするということで報告ありました

けど、そこの進捗状況って、今、何か変わりが

あれば教えてほしいんですけど。今現状のとこ

ろですね。 

○商工政策課長（西村新吾君） 企業誘致アド

バイザーの実績、進捗でございますけれども、

案件の詳細につきましては、企業の投資状況等

もございますので答えられませんけれども、既

に公表しているものでございますが、大きな実

績といいますのが、令和６年６月に締結いたし

ましたＥＳＲ株式会社とのＭＯＵでございます。

そのほか、誘致進行中の事業マッチングなど、

いろいろ数社のほうと紹介のほうをいただいて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） 先ほどＥＳＲの件が

お話ありましたけど、恐らく皆さん、ちょっと

注目されている部分と思いますので、何か進捗

で伝えれることがありますか。なければいいん
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ですけど。 

○商工政策課長（西村新吾君） ＥＳＲ株式会

社とは熊本県・市のほうで覚書のほうを締結し

ております。現在、３者のほうで協議を進めて

おりまして、今後またその覚書の具現化に向け

て進めているところでございますので、今はま

だ具体的なところをお伝えすることはございま

せん。今現状としては、協議を進めているとい

うところでございます。 

○委員（中山諭扶哉君） ありがとうございま

した。 

 ちょっと引き続きですね、観光漁業について

お聞きしたいんですけど、三ツ島のトイレの洋

式化等予定されてますけど、こちらの概要を教

えてください。 

○観光振興課長（甲斐春一君） おはようござ

います。観光振興課の甲斐でございます。よろ

しくお願いします。 

 三ツ島のトイレ等についてでございますけど、

三ツ島の整備状況というところでよろしかった

でしょうか。（委員中山諭扶哉君「はい」と呼

ぶ） 

 令和７年度におきましては、今現在、三ツ島

の桟橋のほうの工事を行っているところでござ

いますが、来年度におきましては、漁業基地の

野外炉棟ですね、炊事棟の整備、そして、トイ

レの洋式化のほうを進めていく予定としており

ます。 

 以上でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） 確かにあそこ、古く

なって非常に汚いということで言われてる部分

が多いかと思うんですけど、これは洋式化だけ

で水洗化ではないということですね。 

○観光振興課長（甲斐春一君） トイレについ

てですが、今現在も水洗化のほうになっており

ますので、そこを和式から洋式に変更するとい

うところでございます。 

○委員（中山諭扶哉君） すいません。私の認

識が間違っていたようです。 

 それともう一つお聞きしたいんですけど、観

光漁業について、非常にやられる方が少なくな

っているということはよく聞くんですけど、こ

れらに対する対策等ですね、ちょっと今回出て

きてなかったものですから、何か考えられてい

る点があればちょっと教えてほしいと思います。 

○観光振興課長（甲斐春一君） 観光振興課の

甲斐でございます。 

 舟出浮きにつきましてですけれども、今現在、

舟出浮き組合のほうとも情報交換、意見交換の

ほうもさせていただいております。 

 さきの一般質問のほうでもお答えをさせてい

ただきましたが、次年度におきましても、誘客

に利用者のほうを増やすようなキャンペーン等

も予定をさせていただいておりまして、今現在

２名の組合員さんのほうでしていただいており

ますが、そういったところで、また利用者のほ

うが増えるような取組を進めていく予定でござ

います。 

○委員（中山諭扶哉君） 利用者の増えるとい

うところですね、ちょっとそういったところで

はなくて、この組合員の方々が少なくなってい

るので、その対策とか、そこら辺を考えてると

ころがあればお聞きしたいというとこだったん

ですけどね。 

○観光振興課長（甲斐春一君） すみません、

大変失礼しました。 

 先ほども申し上げましたとおり、舟出浮き組

合のほうとも意見交換をさせていただいている

中で、組合のほうからは特に増やしたいという

ような御要望も今のところはまだあっておりま

せんし、現状といたしましても、今２名以外の

方で要望されているというところもお声のほう

は上がっていない状況でございまして、特に増

やすような取組というところまでのお話までは

至っていない状況でございます。 

 以上でございます。 
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○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） ８２ページの起業・創

業支援事業についてですけども、市内に本店を

置く創業１０年以内の中小企業等が対象という

ことで、予算の積算では７事業者と書いてあり

ますが、７事業者となったその根拠というか、

理由を教えていただきたいと思います。 

○商工政策課長（西村新吾君） 今年度まで企

業・創業の補助金のほうの事業を展開しており

まして、その中でこれまでの年間の事業者の申

込みの数が大体平均７社というのがございます

ので、今回の事業については７社というところ

で設定をさせていただいているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（木村博幸君） 商工費、目３・観光費

の中で、クルーズ船寄港に伴う観光資源強化事

業１４５０万円程度の中の主な項目がいっぱい

ありますけど、予算的にはそんなにないんです

けど、このスクラムチャレンジ事業負担金２７

万円、それから、ツーリズムＥＸＰＯジャパン

出展負担金、この内容についてお聞かせ願いた

いと思います。 

○港湾・クルーズ振興課長（髙田剛志君） 港

湾・クルーズ振興課、髙田でございます。 

 委員お尋ねのまずスクラムチャレンジの負担

金、２７万円の事業概要というところでござい

ますが、八代市、水俣市、人吉市、上天草市の

自治体で構成する協議会がございます。こちら

で、クルーズ船だったりだとか、観光を誘客す

るための事業を展開するために、それぞれ持ち

合った事業を展開しながら誘客するという事業

でございます。主な今年度の内容といたしまし

ては、多言語版の動画を作成いたしまして、ク

ルーズ船が寄港したときのＰＲ動画だったりだ

とか、また、船社に行ったときのＰＲ、こうい

ったことに使うコンテンツの１つとして使用さ

せていただいているところでございます。 

 もう１点、委員お尋ねのツーリズムＥＸＰＯ

ジャパンの負担金１５万円の内容でございます。

これは、九州と下関、７自治体で構成する団体

でございます。これは、クルーズ船が寄港する

自治体、別府市だったりだとか、日南市だった

りとか八代市、ここで構成する団体で協議会を

つくっておりまして、ここでＥＸＰＯ、今年度

は東京のほうでイベントがございました。そこ

で寄港地のイベントだったり、またセミナーを

実施して、お互いの寄港の課題だとか、あとニ

ーズに対応する事業、こういうのをそれぞれ勉

強するような内容になっているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

○委員（谷口 徹君） ８４ページのアウトド

アツーリズム推進事業についてです。 

 昨年の予算が１７００万円を超えていました。

今回、令和７年度は４１万４０００円というこ

とで激減しているわけなんですが、先ほど緒方

次長の説明の中に、委託料を支払わない方法で

ということだったんですが、その辺はもう少し

詳しくお聞かせ願えますでしょうか。 

○観光振興課長（甲斐春一君） アウトドアス

テーションやつしろの運営についてですけれど

も、お答えをさせていただきます。 

 これまでアウトドアツーリズム事業のほうで

は、デジタル田園都市国家構想交付金のほうを

活用した取組として令和４年度から令和６年度

までの３か年間、交付金を財源に委託料を支払

ってアウトドアステーションやつしろを管理し

てきたところでございます。 

 交付金の実施計画におきましては、令和７年

度以降は、これまで管理してきた施設等を活用

しまして民間事業者が自走化することで、アウ

トドアツーリズムのほうを推進していくことと
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しておりました。 

 そのため、令和７年度以降は、本市から委託

料を支払わずにレンタサイクルの使用料などを

事業者の財源に充てるなどとして、事業者の創

意工夫によりまして施設を運営していただける

ように、今回、先ほども御説明にありましたよ

うに、プロポーザル方式で管理運営を行う事業

者のほうを公募いたしまして、現在、選定作業

のほうを進めているというところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） いいですか。 

○委員（谷口 徹君） 委託を受託した事業者

が、きちんと運営していけるかどうか、その辺

は何か担保できるようなものありますか。 

 もう受託した事業者の努力ということで理解

してよろしいですかね。 

○観光振興課長（甲斐春一君） 委員お尋ねの

今現在、プロポーザルのほうをしているところ

なんですけれども、今後、事業者のプレゼンの

中でのヒアリングの中でまたいろいろ中身のほ

うは詰めていく形というふうになるかと思いま

す。 

 ただ、そこも含めたところで今、事業者募集

のほうをさせていただいておりまして、財源が

確保できるような形での運営方法というところ

での御提案をしていただいてるところでござい

ます。 

 以上でございます。（委員谷口徹君「ありが

とうございました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

○委員（村川清則君） 観光交流事業で、日本

製紙工場の壁面にプロジェクションマッピング

で情報を発信するというのを、もうちょっと詳

しく想定しとられる期間とか、内容とか、もう

ちょっと詳しく、何か情報があればお願いしま

す。 

○観光振興課長（甲斐春一君） 委員お尋ねの

日本製紙工場の壁面のプロジェクションマッピ

ングについて、詳しくもう少し掘り下げて御説

明をさせていただきたいと思います。 

 具体的な取組といたしましては、まず、プロ

ジェクションマッピングによってデジタル情報

の発信を実施することとしておりまして、コン

テンツの内容といたしましては、例えば本市の

主要イベントでございます花火大会でございま

したり妙見祭といったものであったり、市内の

観光情報などを動画のほうで発信する予定でご

ざいます。実施日と投影の時間につきましては、

詳細につきましては、今、関係機関のほうと協

議をしているところでございます。 

 今後、これに伴って期待される効果といたし

ましては、八代の風物詩を視覚的に御覧いただ

くことで、観光イベントであったり、観光地へ

の来訪促進につながっていくのではないかとい

うふうに考えておりますし、本市がナイトタイ

ムエコノミーを先駆的に行うことで市内全体に

おけるＮＴＥの広がりであったり、これに伴い

ます経済活性化のほうが期待できるのではない

かというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。ほ

かにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） １０３ページの旧厚生

会館関係事業ですが、令和７年度は６５万９０

００円計上されてますけども、その中身を教え

ていただきたいと思います。 

○文化振興課長（米崎寿一君） おはようござ

います。文化振興課の米崎です。よろしくお願

いいたします。 

 委員お尋ねの旧厚生会館関係事業の予算につ

きまして、令和７年度、計上しております予算

ですけれども、まず大きなものといたしまして

は、機械警備の委託料が３３万円ございます。

そして、消防設備の保守点検料が６万円、蓄圧

式の粉末消火器、備品購入になりますが８万円
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といったところがございまして、あと下水道使

用料、水道使用料の光熱水費といったところと、

若干の消耗品といったところになっております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） いいですね。よろし

いですか。 

○委員（谷口 徹君） 分かりました。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。

ありませんですか。 

○委員（中山諭扶哉君） 遙拝八の字広場につ

いてですけど、今現状を、市が把握されている

使用状況といいますか、分かれば教えてほしい

んですけど。 

○観光振興課長（甲斐春一君） 八の字広場の

利用状況についてでございますが、令和６年度

におきましては、利用者数のほうが１５８２名

というところでございます。そのほか、一般の

無料でのキャンプ利用というところもございま

すが、有料での利用状況でございます。 

 主な内容といたしましては、企業・団体様の

主催イベントでございましたり、やつしろ全国

花火競技大会などの利用が主なものでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） これ、夜も開放され

てると。夜も開放されてるんでしょうかね。ち

ょっと苦情が入ったりとかいうのがもしもあれ

ば教えてほしいんですけど。そういうのはない

ですか。 

○観光振興課観光振興係長（宮﨑克彦君） お

はようございます。観光振興課の宮﨑です。 

 委員お尋ねの使用できる時間と、あと、苦情

等の状況についてなんですけども、利用時間に

ついては、もう２４時間誰でも使えるという状

況でございます。 

 あと、市民からの苦情については、我々のほ

うにこういうことで困っているというところの

苦情は寄せられておりませんというのが今の状

況でございます。 

 以上でございます。（委員中山諭扶哉君「分

かりました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（上村哲三君） 各支所関係の事業で観

光振興課ですが、坂本ふるさとまつり事業、今、

坂本は復旧・復興のさなかでありますが、予算

がついていますが、今度はかさ上げが始まって

います。どこでやるんですか。教えてください。

私も考えがつかない。 

○観光振興課観光振興係長（宮﨑克彦君） 坂

本ふるさとまつりの令和７年度の実施場所でご

ざいますけれども、まず実施場所につきまして

は、坂本支所がオープンします１２月以降に、

坂本支所周辺の広場での実施というのを支所の

ほうと、あとは実行委員会のほうで検討をされ

ていくということを伺っております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） いいですか。 

○委員（上村哲三君） 支所はできるけどね、

周辺の道路、それから橋、その辺りの関係は確

認ができてますか。かさ上げ工事は結構かかる

よ。道の駅だけでも令和９年度の再開よ。だか

ら、新しくできる坂本支所がね、できても、何

でもできるようになりますか。今、一番厳しい

ときよ。 

○委員長（古嶋津義君） 開催場所に道路とか

そういう関係になる。（委員上村哲三君「うん、

駐車場もないもん」と呼ぶ） 

○観光振興課長（甲斐春一君） 観光振興課の

甲斐でございます。 

 今、委員のほうから懸念のほうがお示しあり

ましたけれども、今現在、国のほうともいろい

ろ情報共有の会議の場を設けさせていただいて

おりますので、そこの会議の中でもスケジュー

ル等を確認しながら、また進めていきたいとい

うふうに思います。 

○委員（上村哲三君） 国のほうとかが一番難
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しいのよ。地元におってよく分かりますよ。大

丈夫ですか。部長、どうですか。 

○経済文化交流部長（野々口正治君） 委員の

御質問、御懸念のところはもう確かに一番重要

なところだと思っております。 

 実際、坂本支所を中心に実行委員会のほうで

ふるさとまつりのほうは御計画されますが、当

然、今後の工事の計画でしたり、そういったと

ころは調整しながら進めてまいりたいと思いま

す。御心配いただいた点はクリアにできるよう

に取組をさせていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。ほ

かにありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 文化財保護啓発事業

についてお聞きします。 

 日本遺産活用協議会の構成をちょっと教えて

ほしいです。 

○文化振興課長（米崎寿一君） 日本遺産活用

協議会でございますけれども、構成員は、市長

が会長を務めておりまして、市のほか、経済団

体等７団体とオブザーバーが２団体で構成して

おります。 

 日本遺産認定ストーリーと関連づけた部分継

承と交流人口の拡大によるまちづくりを推進す

るために、認定されました令和２年の９月に設

立をしております。 

 以上でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） ちょっと資料のほう

を、この後でも構いませんので請求させていた

だきたいと思います。 

○委員長（古嶋津義君） 今、中山委員から資

料請求がありましたので、資料を請求したいと

思いますがよろしゅうございますか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 御異議なしと認め、

請求いたしますので、よろしくお願いします。 

 ほかにありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 体育施設整備事業、

東陽スポーツセンターの電気設備、非常にこう

ちょっとかかっておりますので、ちょっと概要

だけ説明していただいてよろしいでしょうか。 

○スポーツ振興課長補佐兼管理係長（永山道也

君） おはようございます。（｢おはようござ

います」と呼ぶ者あり）スポーツ振興課の永山

でございます。 

 委員御質問の件につきましてですが、東陽ス

ポーツセンターは、平成７年に設置されており

まして、来年度で３０年を迎えます。施設の老

朽化がかなり目立ってきております。 

 また、今回工事の内容ですが、施設の老朽化、

機能の低下により、夏は冷房がなかなか効かな

い、冬は暖房がなかなか効かないというところ

で、設備の工事を行うところでございます。 

 内容につきましては、現存の施設に加えまし

て、７９台の空調機の取付工事を行って機能低

下を補うという工事を行います。 

 以上でございます。（委員中山諭扶哉君「あ

りがとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。 

○委員（中山諭扶哉君） はい、大丈夫です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（中山諭扶哉君） 先ほどの舟出浮きな

んですけど、今、２名の組合員ということで非

常に私が思うには、やっぱこう存続に危機感が

あるんじゃないかなというふうに思います。も

しも、病気になられたりとかした場合にはもう

１船だけになって、今の観光客を増やしたいと

いうふうに言われているんですけど、これが本

当に増やせるのかという状況もありますし、コ

ロナ後、恐らく観光客が回復してきているんだ

ろうなというふうに思います。三ツ島の整備等
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ですね、ハード部分は大分改善されたというふ

うに思ってますので、今後、やっぱこれが貴重

な観光資源ですから、これがなくならないよう

に、ぜひ、ちょっとそこら辺も考えていただき

たいなというふうに思います。よろしくお願い

します。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見はござい

ませんか。 

○委員（谷口 徹君） 私も観光についてなん

ですけれども、観光資源としては、歴史的な文

化遺産とか、温泉、それと自然の山、川、海と

かあります。そういったものを最大限に生かし

てから交流人口を増やすとともに、市の経済活

性化に頑張っていただければと思います。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

○委員（木村博幸君） 先ほど質問しましたク

ルーズ船寄港に伴う観光資源強化事業関連です

けど、なかなかクルーズ船が来ましたが、なか

なかこう八代にとどまってもらえないみたいな

ところもありますが、クルーズ船が以前ですね、

熊本地震前は多いときで６０隻ほど入っており

ました。現在は、ある程度県内も落ち着いたと

ころ、それから、コロナも落ち着いたところで、

やっと再開、始まりました。くまモンポートも

きちんと整備されまして、さあ増えるかなとい

うところなんですが、実は３０隻ちょい止まり

です。まだまだピークの半分というところでご

ざいます。 

 そういった意味合いでは、先ほど質問しまし

たけど、スクラムチャレンジ事業負担金みたい

なところで、八代、水俣、上天草ほか、いろん

なところとスクラムを組んでいろいろされる。

中でも動画をつくってＰＲされるというところ

は非常に有効ではあると思います。 

 八代市も市制２０周年を迎えますし、その辺

も含めて、きちんとＰＲできるやつをつくって

いただけるためには、多少この予算が少な過ぎ

るのかなと、多少思ってます。 

 どういったことをするのか計画の段階かと思

いますが、できれば早めにその動画をつくると。

観光資源、先ほど、今、谷口委員も言われまし

たけど、資源はたくさんあります。本当、八代

だけでもありますし、県南探すといっぱいあり

ますので、県南には新しくちくワンもできまし

たし、そういったところを使って観光ＰＲの動

画をつくり上げるというところまで持っていけ

れば非常にいいのかなと思いますし、もし間に

合えばツーリズムＥＸＰＯジャパンのほうに出

展に間に合うようにと思いますが、ちょっと期

間的に無理なとこはあるかもしれませんが、今

年だけじゃありません。港湾・クルーズ振興課

の方々は毎年ポートセールスで頑張っておられ

ます。そういったところに持っていけるような

動画をきちんとつくってあげるということであ

れば、少しこの辺の活性化につながってお客さ

んも多くなるし、船もひょっとしたら増えてく

るのかなと思いますので、今後もよろしくお願

いしておきたいと思います。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見はありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で第

６款・商工費及び第９款・教育費についてを終

了いたします。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１１時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２５分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第５款・農林水産業費及び第１

０款・災害復旧費について、農林水産部から説

明を願います。 

○農林水産部長（豊田浩史君） それでは、議

案第７号・令和７年度八代市一般会計予算中、
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当委員会に付託されました農林水産部関係分に

つきまして、総括を述べさせていただきます。

着座にて失礼いたします。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農林水産部長（豊田浩史君） まず、本市が

掲げます５つの重点戦略のうち、稼げる農林水

産業の実現に向け、先進技術の導入や６次産業

化を推進するとともに、消費者に選ばれる新た

な特産品の開発や販路拡大を支援することによ

りまして、生産者の所得の向上を目指してまい

ります。 

 また、女性や若手農業者を含む担い手の確保

育成、ただいま国内唯一のイグサ畳表産地の維

持・再振興に向けた取組を進めてまいります。 

 農業振興費におきましては、新規就農者をは

じめ経営課題を抱える農業者への指導・支援を

行い、営農支援事業や担い手育成総合支援事業

に加えまして、農業生産の省力化や効率化など

の課題解決に向けた農業者の自主的な取組や活

動をソフト面で支援する次世代農業者活躍支援

事業に取り組みます。 

 また、中山間地域におきましては、中山間地

域等直接支払制度事業により、集落単位での営

農活動を支援するとともに、地域が抱える課題

解決や地域農業の活性化に取り組もうとする団

体の初期活動を支援します中山間地域農業活性

化スタートアップ支援事業に取り組みます。そ

して、今後も引き続き持続可能な中山間農業の

実現を目指してまいります。 

 イ業振興につきましては、新たに農業振興課

内に設置しますい業振興室におきまして、担い

手不足、専用機械・資材、需要拡大などのイ業

の課題解決に生産から流通に至る推進体制を構

築し、イ業の関係団体との連携を図りながら、

産地の存続に向けた取組を一層強化してまいり

ます。 

 園芸振興費では、トマト黄化葉巻病対策事業

をはじめ、晩白柚生産支援事業や有害鳥獣被害

防止対策などの園芸・果樹振興対策事業や、環

境保全型農業推進事業に継続して取り組みます。 

 その中でもフードバレーやつしろの推進にお

きましては、アジア圏への輸出促進に向けたニ

ーズ調査、インバウンド向けの商品開発やＰＲ

・認知度向上対策、観光農園を目指した農産物

の収穫体験の推進などに取り組むため、フード

バレー推進課を販路拡大推進係と地域ブランド

推進係の２係に再編しまして、農林水産物の高

付加価値化や食関連産業の集積と雇用の創出に

向けた取組を効率的に推進してまいります。 

 このほか、物価高騰に伴います農業資材価格

の上昇による影響を軽減するため、重点支援地

方交付金を活用しまして、収入保険加入緊急支

援事業（重点交付金）や畳表経糸価格高騰対策

支援事業（重点交付金）、配合飼料価格高騰対

策支援事業（重点交付金）を実施し、経営の継

続を図ります。 

 農地費におきましては、農地や農作物にとど

まらず、市街地を含めた浸水被害の防止と市民

の生命財産を守るため、排水機場維持管理事業

の円滑な実施に取り組むとともに、多面的機能

支払交付金事業や、市内一円土地改良整備事業、

県営土地改良事業負担金事業を推進し、多様な

農産物の生産の安定と農業経営の存続に不可欠

となる農業生産基盤の適切な維持管理に努めま

す。 

 地籍調査費では、先ほど令和６年度一般会計

補正予算で説明しましたように、令和７年度に

実施予定の大半を令和６年度事業として前倒し

て３月補正にて計上し、当初予算と合わせて実

施してまいります。令和７年度は、八代、東陽、

泉、３地区に８.０８平方キロメートルの調査

を予定しております。 

 林業振興費では、森林環境譲与税を活用しま

して、林業の成長産業化と森林資源の適切な管

理を図るため、森林経営管理事業の一層の推進

を図るとともに、林業担い手の確保や林業経営
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体の基盤強化、労働環境の改善などを支援する

林業担い手対策事業に取り組みます。 

 水産業費では、令和５年度から産学官連携プ

ロジェクトとして取り組んでおります、アサリ

漁業の収益向上と漁獲量の拡大を目指したアサ

リ漁業Ｖ字回復事業を継続して取り組むなど、

地域水産業の活性化を推進します。 

 林道施設災害復旧費では、令和６年９月の豪

雨で被災した坂本地区の林道を復旧することと

しております。 

 以上、農林水産部関係分の令和７年度当初予

算編成に当たりましての総括といたします。 

 なお、詳細につきましては、村井農林水産部

次長が説明しますので、御審議のほどよろしく

お願いします。 

○農林水産部次長（村井幸治君） 皆さん、こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）農

林水産部、村井でございます。よろしくお願い

いたします。 

 それでは、議案第７号・令和７年度八代市一

般会計予算中、当委員会に付託されました農林

水産業費及び災害復旧費について御説明いたし

ます。着座にて失礼いたします。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農林水産部次長（村井幸治君） 予算書の１

３ページをお願いいたします。 

 歳出の款５・農林水産業費で総額２８億７４

８４万４０００円を計上し、前年度比１億３０

０万９０００円の増となっております。款１０

・災害復旧費では、８億４８４８万５０００円

のうち、農林水産業施設災害復旧費としまして

４億６０９１万円を計上しております。 

 それでは、歳出予算の主なものについて御説

明いたします。ページ少し飛びまして、７６ペ

ージをお願いいたします。 

 目３・農業振興費では２億１６０６万２００

０円を計上し、前年度比４５７万７０００円の

減となっております。説明欄の１行目、い業振

興対策事業では４０６３万６０００円を計上し

ており、市内在住者等が八代産畳表を使用して

張り替えを行う際に、１畳当たり１０００円を

助成する畳表張り替え促進事業に４３０万円、

また、市有施設の畳表１１０畳の張り替えに１

０５万円を予定しております。さらに、い業機

械再生支援事業では、イグサ・畳表生産者等が

使用する専用機械の修繕費の２分の１以内で修

繕費が高額なハーベスタ、織機、移植機、乾燥

機については上限を２０万円、その他の機械に

ついては上限１０万円を補助するもので、総事

業費３０００万円を予定しております。また、

熊本県いぐさ・畳表活性化連絡協議会負担金１

４０万１０００円などを予定しております。 

 特定財源としまして、ふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金３１０５万円を予定しており

ます。 

 ６行目の八代市農地集積対策事業では、１５

００万円を計上しております。これは、担い手

の農地の規模拡大に伴い必要となる機械設備等

の導入に対し補助するもので、補助金の交付を

受けようとする年度の前々年度の４月１日以降

に一定規模の農地を集積したものに対して補助

を行うこととし、その補助率は２分の１以内と

しております。補助額の上限は平野部で１ヘク

タール以上、中山間地域で０.２ヘクタール以

上の農地集積を行ったものは上限１００万円、

平野部で０.５ヘクタールから１ヘクタール未

満の農地集積を行ったものが上限５０万円とし

ております。 

 特定財源として県からの事務委託費１１万円

を予定しております。 

 ８行目の中山間地域等直接支払制度事業では

２８１０万６０００円を計上しております。こ

れは、農業生産条件が不利な中山間地域におい

て集落や地区単位で農地を維持管理していくた

めの協定を締結し、農業生産活動を行う場合に

農地の面積に応じて一定額を交付するものです。
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令和７年度においては、二見、坂本、東陽、泉

の合計２８地区で、農地の適正管理による耕作

放棄地の発生防止、景観作物の作付、水路や農

道等の維持管理、周辺林地の管理などに取り組

み、中山間地域の農地の保全や維持可能な農業

生産の実現を図ってまいります。 

 特定財源としまして、県支出金２１０８万３

０００円を予定しております。 

 次に、４行下のフードバレー流通推進事業で

は８４６万１０００円を計上しております。こ

れは、国内マーケティングアドバイザーと連携

して食関連企業やバイヤー等に対して本市農林

水産物や加工品の提案活動を行うほか、市内事

業者が行う商談会や展示会等による販路の開拓

と拡大支援を図るものです。また、令和７年度

から新たな取組として、増加するインバウンド

客向けの食のイベント等の実施を予定しており

ます。主な内容としましては、国内マーケティ

ングアドバイザー委託２２０万円、外国人旅行

者等に対する八代産品ＰＲ業務委託３１０万円

等となっております。 

 なお、特定財源としまして、デジタル田園都

市国家構想交付金２６５万円を予定しておりま

す。 

 次のフードバレー輸出促進事業では１３６９

万５０００円を計上しております。これは、海

外展開に意欲のある市内事業者にセミナーを行

い、香港でのフェアの開催やシンガポールでの

テスト販売及び見本市出展等の活動を通して、

販路の開拓と拡大支援を取り組むものです。主

な内容は、海外販路拡大アドバイザー委託１９

７万８０００円、新市場輸出実証事業業務委託

５４９万７０００円、熊本県やつしろ晩白柚ブ

ランド推進協議会負担金１２１万６０００円、

また新たな取組として、海外販路開拓セミナー

委託料４０万円、さらに八代市産品販路拡大補

助金２２５万円などを予定しております。 

 特定財源としまして、デジタル田園都市国家

構想交付金５９９万９０００円を予定しており

ます。 

 次のフードバレー６次産業化等推進事業６７

１万１０００円は、６次産業化や農商工連携に

よる新商品開発の支援及び地域内特産物の高付

加価値化への支援などに取り組むものです。内

容としましては、熊本県南フードバレー推進協

議会負担金４３４万１０００円、トマトフェス

タ開催補助金４０万円など、また新規事業とし

て新商品開発・販路拡大に係るセミナー業務委

託４０万円及び商品開発補助金１５０万円を予

定しております。 

 特定財源としまして、デジタル田園都市国家

構想交付金９８万５０００円を予定しておりま

す。 

 次の収穫体験事業は１５０万円を計上してお

り、地域で生産される豊かな農林水産物を観光

素材として捉え、収穫体験等を通して交流人口

を増やし、地域ににぎわいをもたらすとともに

市内農林水産業者の活発な事業展開を図るもの

です。内容としましては、収穫体験セミナー事

業委託１００万円、収穫体験事業導入補助金５

０万円となっており、特定財源として、熊本地

震復興基金繰入金７５万円及びふるさとやつし

ろ元気づくり応援基金繰入金７５万円を予定し

ております。 

 次の行の八代産畳表認知向上・需要拡大推進

事業１４００万円は、国産畳のシェア拡大を目

的に、畳関連事業者らと官民連携で設置した八

代産畳表認知向上・需要拡大推進協議会におい

て実施する八代産畳表の認知向上と需要拡大の

ための事業費の一部を負担するものです。 

 特定財源としまして、ふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金７７４万７０００円、企業版

ふるさと納税寄附金３００万円を予定しており

ます。 

 ３行下の山村活性化支援対策事業１４７８万

５０００円は、山村地域において景観、伝統と
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いった地域資源を活用し、農林水産業を核とし

た所得・雇用の増大に向けた取組や持続可能な

組織体制整備を推進する団体に対して、国から

の交付金が支給されるまでのつなぎ資金を措置

するもので、令和６年度から事業を開始してい

る３団体を予定しております。 

 特定財源として全額、貸付金元利収入を予定

しております。 

 最下行の中山間地域農業活性化スタートアッ

プ支援事業３０万円は、令和７年度からの新規

事業になりますが、中山間地において担い手の

育成・確保や農産物の高付加価値化、農産物を

活用した商品開発、販路拡大の取組等を実施す

る団体へ１０万円を上限に補助するもので、令

和７年度は３事業者を予定しております。 

 ７７ページをお願いいたします。 

 １行目の次世代農業者活躍支援事業４８万５

０００円も前事業と同じく令和７年度からの新

規事業でありますが、新しい技術やサービスの

導入による経営改善等に取り組む農業者の活躍

を支援するもので、ネットワーク形成交流会の

開催経費８万５０００円や、２分の１以内１０

万円を上限とした農業者全国大会等参加及び先

進技術研修支援補助金４０万円を予定しており

ます。 

 次の収入保険加入緊急支援事業（重点交付金）

４６３万円は、物価高騰が続く中、農業者の経

営努力では避けられない収入減少に対応するた

め、農業経営収入保険に新規加入した経営者に

対して、保険料の積立部分を除く額の２分の１

以内を補助するものです。 

 なお、特定財源として全額、物価高騰対応重

点支援地方創生臨時交付金を予定しております。 

 次の畳表経糸価格高騰対策支援事業（重点交

付金）３５８６万８０００円は、上段と同じく

重点交付金を活用した事業となりますが、資材

価格高騰の影響により畳表の生産経費に占める

割合の大きい経糸の価格上昇分の２分の１以内

の購入支援を行うことにより、農業経営の安定、

継続を図るものでございます。 

 特定財源として全額、物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金を予定しております。 

 目４・園芸振興費では９２５万２０００円を

計上し、前年度比５１万７０００円の減となっ

ております。右側説明欄の園芸・果樹振興対策

事業４００万６０００円は、まず、トマト黄化

葉巻病対策事業として２２５万円を計上してお

ります。これは、トマト黄化葉巻病の蔓延防止

に向けて令和４年度から実施しており、地域で

取り組む除草作業等に要する経費として１地区

当たり３万円を補助するものです。このほか、

晩白柚の生産維持拡大を図るために、新植及び

改植に係る苗木購入や品質向上のための傷や日

焼けの防止素材の購入補助として、晩白柚生産

支援事業２０万円を予定しております。また、

有害鳥獣による農作物被害を防止するため、防

護柵設置等に係る費用の一部に対して、有害鳥

獣防護柵設置事業補助金６０万円を予定してお

ります。 

 特定財源として、ふるさと八代元気づくり応

援基金繰入金２４５万予定しております。 

 目７・畜産業費では２４４７万６０００円を

計上し、前年度比２４４４万６０００円の増と

なっております。説明欄の配合飼料価格高騰対

策支援事業（重点交付金）２４４３万７０００

円は、配合飼料の価格が上昇し、現在も高止ま

りが続いており、畜産者の経営が圧迫されてい

る状況であるため、購入に係る価格上昇分の一

部として配合飼料１トン当たり３５００円以内

を補助するものでございます。 

 特定財源として全額、物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金を予定しております。 

 下段の目８・農地費では１２億８３８７万２

０００円を計上し、前年度比７２７万円の増と

なっております。４行目の排水機場維持管理事

業８７９９万５０００円は、市が管理する１５
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の排水機場の重油代、電気料、修繕料及び運転

業務委託料など、維持管理に係る経費でござい

ます。 

 次の土地改良施設維持管理適正化事業２６０

８万５０００円は、老朽化した排水機場等の農

業水利施設の機能を維持し長寿命化を図るため

のもので、大規模修繕等の経費を平準化するた

めに、事業費の３０％を熊本県土地改良事業団

体連合会に５年間で拠出し、整備補修するもの

でございます。令和７年度は、八代南部排水機

場の２号エンジンのオーバーホールを行う予定

でございます。 

 なお、特定財源として、土地改良施設維持管

理適正化事業交付金２１１０万円を予定してお

ります。 

 ７８ページをお願いします。 

 ２行目の非補助土地改良融資事業６０００万

円は、国・県の補助対象とならない排水路や農

道等の基盤整備を資金の融資を受けて行うもの

で、かんがい排水路改修などに係る工事請負費

でございます。令和７年度は、古麓町農道改良

工事ほか４件、施工延長７２８メーターを予定

しております。 

 特定財源としまして、全額事業分担金として

おります。 

 次の県営土地改良事業負担金事業５０９２万

円は、県営で実施する土地改良事業に伴う負担

割合基準に基づく市の負担金となっております。

内訳としまして、単県農業農村整備調査計画負

担金２地区２００万円、海岸保全事業２地区４

２８万円、経営体育成基盤整備事業２地区１９

００万円、かんがい排水事業２地区２５６４万

円となっております。 

 なお、別途本事業は、国の１次補正による前

倒しにて８１１３万円を先ほど３月補正にて御

審議いただいたところでございます。 

 特定財源としまして、市債４３９０万円を予

定しております。 

 ３行下の多面的機能支払交付金事業３億７３

５万２０００円は、農業・農村の多面的機能の

維持・発揮を図るため、農業者だけでなく、地

域住民や自治会などが参加する活動組織で実施

する農業施設の適切な維持管理活動に対して、

国・県・市で支援するもので、令和７年度は２

４組織、うち広域２組織での活動を予定してお

ります。 

 特定財源として県支出金２億３０７９万２０

００円を予定しております。 

 さらに３行下の水利施設管理強化事業３８７

９万７０００円は、土地改良区が管理する農業

用水利施設の維持管理のうち、本来地域が負担

すべき多面的機能に係る分、及び管理の高度化

分等について、国・県・市による支援を行い、

土地改良区の管理体制の強化を図るものでござ

います。 

 特定財源として県支出金２７１５万２０００

円を予定しております。 

 次の市内一円土地改良整備事業１億７６６４

万円は、各校区から出される地域要望を基に、

市内の排水路改修工事、農道等の改良工事、排

水路や農道の維持修繕、生コン等原材料支給な

どを行うものでございます。令和７年度は、農

道及び排水路等修繕や、西片町排水路測量設計

業務委託ほか７件、延長８３２メートル、植柳

下町排水路改修工事ほか１２件、延長９４４メ

ートル、貝洲地区道路改良工事ほか１件、延長

２００メートル、二見洲口町農道舗装工事ほか

４件、延長５７１メートル等が主なものとなり

ます。また、各土地改良区が実施する団体営事

業に対する市負担分として８７１万円を補助す

る予定です。 

 特定財源としまして、市債５３９０万円、寄

附金３０万円を予定しております。 

 次の農業水路等長寿命化・防災減災事業８６

６０万円は、農業生産の基盤となる農業水利施

設の長寿命化対策や防災減災対策を推進するも
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ので、上野町地区排水路測量設計業務委託ほか

１件、延長１３００メートル、川田町東地区排

水路改修工事２件、延長７１４メートルを予定

しております。 

 なお、特定財源としまして、県支出金５５４

２万４０００円及び市債１６３０万円を予定し

ております。 

 中段の目９・水田営農活性化対策推進事業費

では１８７３万８０００円を計上し、前年度比

７６万１０００円の増となっております。説明

欄の経営所得安定対策等推進事業１５１７万５

０００円は、水田を活用して、麦、大豆、飼料

用米などの作物を生産する農業者に交付する水

田活用の直接支払交付金や畑作物の直接支払交

付金、収入減少影響緩和交付金など、経営所得

安定対策等の実務を行う八代市農業再生協議会

への推進事務補助金でございます。 

 なお、特定財源としまして、全額、県支出金

を予定しております。 

 続きまして、目１０・地域農政特別対策事業

推進費で３２０万３０００円を計上し、前年度

比２万８０００円の減となっております。説明

欄の担い手育成総合支援事業２８０万円は、認

定農業者の育成・確保や農業経営の法人化など

を推進する八代市担い手育成総合支援協議会に

対する事業補助２５５万円をはじめ、八代農業

塾の実施に係る担い手育成研修事業補助金２５

万円を予定しております。 

 特定財源としまして、県支出金１７０万円及

びふるさと八代元気づくり応援基金繰入金２５

万円を予定しております。 

 ７９ページをお願いします。 

 目１２・地籍調査費で２億２０２３万４００

０円を計上し、前年度比６２９１万９０００円

の増となっております。説明欄の地籍調査事業

９５２０万３０００円は、国土調査法に基づく

土地に関する基礎的な調査であり、１筆ごとの

土地の所有者、地番及び地目を調査し、高い精

度での復元可能な測量により、境界及び面積を

確定し、土地の取引の円滑化、土地資産保全、

公共事業の効率化等に寄与するものです。八代

市全体の進捗率としては、令和５年度末で６５.

１４％となっており、今後も計画的、継続的に

実施し、早期完了を目指します。 

 令和７年度では、横手町の一部、横手本町、

興国町の全部、東陽町南の一部、泉町柿迫の一

部、５.３９平方キロメートルの新規調査に取

り組む予定です。また、横手新町の全部、横手

町の一部、井上町の一部、東陽町南の一部、泉

町柿迫の一部２.６９平方キロメートルについ

ても継続して調査を進めてまいります。 

 特定財源としまして、県支出金５４１１万６

０００円を予定しております。 

 なお、本事業は、国の１次補正の前倒しにて

別途７２３４万円を先ほど３月補正にて御審議

いただきましたが、令和７年度に併せて実施す

るものでございます。 

 ８０ページをお願いいたします。 

 項２・林業費、目２・林業振興費で２億１８

６３万４０００円を計上し、前年度比１９４９

万７０００円の増となっております。説明欄の

２行目、森林経営管理事業４９２２万２０００

円は、林業の成長産業化と森林資源の適切な管

理を行うため、森林環境譲与税を活用して森林

所有者への今後の経営管理に関する意向調査を

はじめ、間伐や人材育成、担い手の確保、鹿被

害対策や林道・作業道の維持管理など、林業が

抱える課題解決に取り組むものです。内容は、

森林所有者の意向調査、森林の現況調査委託１

９８０万円、民有林間伐等委託料４３３万円、

森林作業道等の維持修繕費５００万円、鹿の防

護柵修繕委託料１７０万円、作業道開設や補修

などの森林作業道等基盤整備事業補助金１５０

０万円などが主なものでございます。また、新

規の事業として、やつしろの山づくり推進協議

会へ、低花粉の苗穗採取支援や採穂園土地貸借
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支援を行う低花粉苗木生産推進事業補助金１３

０万円を予定しております。 

 特定財源として森林環境譲与税基金繰入金１

５万８０００円を予定しております。 

 ２行下の有害鳥獣被害対策事業５６４３万９

０００円は、深刻化する農林産物の被害防止を

図るため、八代市鳥獣被害防止計画に基づき、

鳥獣被害対策実施隊による捕獲を実施するもの

です。内容は、有害鳥獣対策実施隊員の活動に

対する報酬２８３万９０００円、実施隊へ有害

鳥獣捕獲を委託する鳥獣被害対策実施隊緊急捕

獲事業委託料３６０万４０００円、鹿捕獲に要

する経費として１頭当たり１万２０００円をは

じめ、イノシシ、アナグマなどの対象鳥獣ごと

の捕獲計画数に応じた補助金４６９９万５００

０円。また、近年、カモなどの鳥類による農作

物被害が多発していることから、鳥類捕獲活動

助成金９０万円、やつしろの山づくり推進協議

会へ鹿の捕獲に係る経費の支援として、シカ被

害対策事業補助金１１６万５０００円などを予

定しております。 

 特定財源としまして、県支出金３５２９万６

０００円などを予定しております。 

 ２行下の森林整備事業８３１５万４０００円

は、森林の有する公益的機能を発揮させるため

の作業道の維持管理や森林の下草刈り、間伐な

ど、森林環境譲与税を活用して森林環境保全整

備を行うために要する経費です。主な内容は、

作業路等修繕費として３６０万円、林道・作業

道の舗装用生コン等の原材料費として２５１万

５０００円、森林組合、林業公社等へ森林整備

を推進するための造林事業の経費の一部を支援

する森林環境保全整備事業補助金等に７１１３

万５０００円、また、新規事業で大型ドローン

を活用した苗木運搬業務等に対する造林支援事

業補助金４９６万円などでございます。 

 特定財源として森林環境譲与税基金繰入金４

６６７万９０００円を予定しております。 

 次の林業担い手対策事業１３９１万５０００

円は、令和７年度から導入する新規の事業で、

高齢化、担い手不足が深刻な問題となっている

再造林、育成を担う林業労働者の確保を推進す

るため、林業事業体の経営基盤の強化、労働環

境の改善を図るものです。内容としましては、

林業新規就業者支援事業として３８８万円を計

上しており、就業者１人当たり最大で就業支援

金月１０万円、定住支援金５０万円、住宅支援

金月２万円を支給するものです。また、担い手

支援事業として、やつしろ山づくり推進協議会

が実施する防護服購入支援、ドローン講習会費

支援、林業ＰＲ、木育に対する費用に４８５万

５０００円の補助や、さらに林業安全対策事業

として、同じくやつしろ山づくり推進協議会が

行うジオチャットシステム構築等に対して５１

８万円の補助を予定しております。 

 特定財源として森林環境譲与税基金繰入金３

８８万円を予定しております。 

 目３・林道維持費では６３６１万円を計上し、

前年度比４２９万２０００円の減となっており

ます。説明欄の市内一円林道維持事業は、八代

市が管理する林道６９路線、約２６６キロメー

トルについて、路面、排水施設等の適正な維持

管理を行い、森林の手入れや木材搬出のための

林道関係車両の安全を図るものでございます。

主な内容は、森林環境譲与税活用分も含め、林

道の修繕費３４６０万円、除草作業委託費７８

０万６０００円、工事請負費１８３０万円など

でございます。 

 特定財源としまして、林道使用料３万７００

０円を予定しております。 

 ８１ページにまたがりますが、下段の目４・

林道新設改良費では１億２２６０万６０００円

を計上し、前年度比１６４９万７０００円の増

となっております。説明欄の市内一円林道新設

改良事業１７３３万２０００円は、森林の適切

な整備保全と林業の生産性向上を図るために、
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必要な林道開設や改良及び舗装事業等を行うも

のであり、坂本町の林道木々子走水線ほか１路

線の舗装工事１４００万円、幹線林道菊池人吉

線の整備に係る賦課金及び受益者組合助成金２

３３万２０００円などでございます。 

 特定財源としまして、市債１４００万円を予

定しております。 

 次の道整備交付金事業８３４７万９０００円

は、やつしろ・いつき豊かな地域資源を活かし

た個性きらめく地域再生計画に基づき、林道の

改良・舗装事業を行うもので、林道深水線ほか

３路線の改良・舗装工事及び測量設計業務に要

する経費などでございます。 

 特定財源としまして、県支出金３８７１万円、

市債４０３０万を予定しております。 

 下表の項３・水産業費、目２・水産業振興費

では６４２２万９０００円を計上し、前年度１

１５１万６０００円の増となっております。主

な事業としまして、５行目の栽培漁業振興事業

１４００万１０００円は、つくり育てる栽培漁

業を推進するため、稚魚及び稚エビなどの計画

的な放流を行い、水産資源の回復・増大を図る

ものでございます。主な内容としましては、ヒ

ラメ、ウナギ、タイワンガザミ、カサゴ等の種

苗放流委託料４２３万３０００円、アサリ母貝

場造成委託料１４６万５０００円、五家荘やま

め中間育成施設取水設備新設に係る工事請負費

２５０万１０００円、県栽培漁業地域展開協議

会共同放流事業負担金３５７万７０００円、内

水面種苗放流事業補助金２２２万５０００円な

どです。 

 特定財源として市債２５０万円を予定してお

ります。 

 最下行１つ上のアサリ漁業Ｖ字回復事業１８

５８万５０００円は、令和５年度から７年度ま

での３か年事業で八代の儲かるアサリ漁業のＶ

字回復に向けて、漁業関係者をはじめ、学術研

究機関、民間企業など、産学官連携プロジェク

ト八代うまかアサリ研究会が実施するアサリ漁

業の収益向上及び漁獲量の拡大を図るための取

組に対する負担金です。令和７年度は最終年度

で、アサリ漁業のＶ字回復に向け、さらなる実

証事業や効果検証を行い、漁獲量の拡大や収益

を向上させ、漁業者による自走化を図るための

取組を行います。 

 特定財源として、デジタル田園都市国家構想

交付金９２９万２０００円を予定しております。 

 少しページが飛びまして、１０７ページをお

願いいたします。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費、目１・林道施設災害復旧費で４億

６０９１万円を計上しております。このうち当

委員会関係分は、説明欄１行目の林道施設災害

復旧事業４３８１万２０００円で、内容は、令

和６年９月の豪雨により被災した坂本町の林道

山口小川内線４８メートルの災害復旧工事に要

する経費です。 

 特定財源としまして、県支出金２１９０万６

０００円と市債１７５０万円を予定しておりま

す。 

 以上で、議案第７号・令和７年度八代市一般

会計予算中、当委員会に付託されました農業水

産業費及び災害復旧費の説明を終わります。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） ここで、午前中の審

査の途中でありますが、しばらく休憩いたしま

す。午後１時から再開いたします。 

（午後０時０４分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（古嶋津義君） 休憩前に引き続き、

経済企業委員会を再開します。 

 それでは、午前中に説明がありました第５款

・農林水産業費及び第１０款・災害復旧費につ

いて質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（木村博幸君） 農林水産事業費の目３
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・農業振興費のところで、フードバレー輸出促

進事業とあります。その中で、台湾と香港に続

いて、昨年度から、シンガポールのほうにテス

トマーケティングということが、来年度、また

引き続きやられると、販売及びＰＲに取り組む

ということですけど、シンガポールでの反響は

よかったんでしょうか。どんな状況だったでし

ょうか。お願いいたします。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） フー

ドバレー推進課、松永でございます。よろしく

お願います。 

 令和６年度から実施していますアジア圏への

輸出促進事業の１つとして、シンガポールのほ

うでテストマーケティングを行いました。現地

の百貨店でテストマーケティングの試食、販売、

ニーズ調査を行ったところでですね、そこでい

ろいろな課題が浮かび上がってきましたので、

そこを整理して、また、令和７年度も取り組ん

でいきたいと思っております。具体的に言いま

すと、塩味が多過ぎるとか、砂糖不使用のほう

が――蜂蜜がいいとか、そういったところで改

良の余地があるかなという結果が出ております。 

 以上です。 

○委員（木村博幸君） 続けて質問です。 

 事業者が行う、その取り扱うフードバレーの

商品で、シンガポールは香港とか台湾に比べて

変えて持って行かれたんでしょうか。品目――

フードバレーで持って行かれた、シンガポール

のほうですけど、同じやつですか。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 両方

とも公募型プロポーザルで事業者さんを公募し

て行ったんですけども、どちらも重複するとこ

ろもあるんですけども、香港は主に晩白柚でご

ざいます。それと、その加工品でございます。

それ以外、シンガポールにつきましては、七、

八社、相当な数持って行ったんですけども、当

然、シンガポールのほうにも晩白柚の加工品は

持って行っております。 

 以上でございます。 

○委員（木村博幸君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） ７６ページのい業振興

対策事業についてです。ハーベスタが１３５戸

で、ハーベスタ以外の専用機械が３０戸という

ことで予算が計上されてますが、この個数を割

り出したのは意向調査をされてからのことでし

ょうか。 

○農業振興課長（稲田忠征君） こんにちは。

農業振興課の稲田でございます。 

 委員御質問の意向調査をしてからの数字かど

うかということですけども、こちらは意向調査

を行わないところでの数字ということになって

おります。 

 以上でございます。 

○委員（谷口 徹君） 意向調査をされてない

ということでした。 

 数値の根拠はどのようにして出されたのか、

教えていただけますか。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 積算の根拠で

すけども、前年度の実績、そういったものを基

に数字のほうを出させていただいております。 

 以上でございます。（委員谷口徹君「ありが

とうございました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 引き続き、同じ部分

なんですけど、ハーベスタがもう生産中止で部

品も少なくなっていく中ですね、今後の支援す

る意向としては、どういうことを考えられてま

すでしょうか。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 今後の支援に

ついてでございますが、令和７年度より農業振

興課内にい業振興室、こちらのほうを設置させ

ていただくことになっております。その中で、

イ業全体の問題点、課題をですね、今年度、担

い手、専用機械関係、資材関係、需要拡大関係、
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この４つがイ業振興のための重要な課題である

というふうに結論を出しております。その中で

専用機械、こちらのほうも含めて令和７年度、

重点的に検討をしてまいりたいと。どういった

支援が必要かということをですね、していきた

いというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 今度はフードバレー流

通推進事業についてです。新規の取組で、外国

人旅行者等に対する八代産品ＰＲ業務委託とい

うのがありますけれども、これはどこでどのよ

うな業務なのか。そして、ＰＲだけにとどまる

のか、販売までは至らないのかを教えていただ

きたいと思います。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） イン

バウンド需要への対応強化といたしまして、本

市ならではの地域資源を活用しました食の魅力

の発信に加えまして、既存商品のブラッシュア

ップや新商品のマーケティングを支援したいと

思っております。具体的には、旅行者等に対し、

八代地域ならではの食を回遊するプランを提案

したいと思っております。 

 それと、地理的表示、ＧＩ産品の魅力発信を

行いたいと思っております。 

 それと、インバウンド向け旅行商品等へので

すね、八代産品等の提案を行いたいと思ってお

ります。 

 最後にクルーズ船のシェフまたは代理店を招

聘して八代産品を紹介して商談会等を行いたい

と思っております。 

 それと、販売をブースを設けてしたいと思っ

ております。 

 以上でございます。（委員谷口徹君「ありが

とうございました。了解しました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（村川清則君） 収穫体験事業、これは、

国内のお客さんだけを対象としているのか、そ

れともクルーズ船客も視野に入れておられるの

か。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 国内

のみならず、海外のインバウンド客も視野に入

れて収穫体験等の農林水産業体験等を行ってい

きたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

○委員（谷口 徹君） 今度は畳表経糸価格高

騰対策支援事業（重点交付金）についてです。

価格が上昇してるということですけども、どの

程度の上昇、上がり幅なのか教えていただけま

すか。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 経糸のほうに

はそれぞれ種類があるかと思うんですけども、

令和３年１１月と、最終で最近が価格が上がり

ましたのが令和６年７月になりますけども、そ

の差が、平均しますと大体３２％の上昇率とい

うことになっております。 

 以上でございます。 

○委員（谷口 徹君） 価格が上昇している理

由がお分かりならば教えてください。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 理由ですけど

も、経糸の製造に原料、こちらのほう、海外の

ものを使っているものが多くございます。要す

るにそういった輸入に係るコスト、そういった

ものが増加しているということが１つの要因と

いうことで伺っております。 

 あと、すいません、先ほどお答えしました上

昇率１３２％と言いましたけど、３２％上昇し

ているような状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員（谷口 徹君） 経糸を販売してる業者

はどれくらいあるのでしょうか。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 委員御質問の

経糸の販売事業者になりますけども、八代市内

が７社、あと、氷川町のほうに１社、合計８社
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ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかありませんか。 

○委員（木村博幸君） 農林水産費の目８・農

地費の御説明があった中で土地改良施設維持管

理適正化事業、この中の八代南部排水機場２号

エンジンの分解整備とあります。これを整備に

至る概要、原因とかあれば御説明いただきたい

と思います。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 農地整備課、

蓑星です。どうぞよろしくお願いします。 

 御質問の八代南部排水機場の第２号エンジン

のオーバーホールなんですが、これはこの排水

機場が平成３年に造成されまして三十数年たっ

ておりますが、１０年とか１５年スパンで整備

をしていくような方針でございまして、来年度

は、この２号機のオーバーホールを予定してい

るところでございます。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

○委員（木村博幸君） 整備予定であるという

ことでよろしいんですか。（農地整備課長蓑星

博之君「はい」と呼ぶ）はい、分かりました。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（上村哲三君） 有害鳥獣防護柵設置事

業費補助金というのがありますよね。これ、昨

年の実績と、それから、予定額は少ないみたい

だけど、本当は私が地元で聞いてるだけでもね、

いろいろあります。複合した苦情があるもんだ

から、ちょっとお尋ねしているんですけど、教

えてください。 

○農業振興課長（稲田忠征君） こちらの有害

鳥獣防護柵設置事業費補助金になりますけども、

防護柵ですね、あと、防虫ネット、そういった

施設関連の資材を含むんですけども、こちらの

ほうの購入に係る経費と設置関連資材を含めと

いうことになっています。農地または畜舎１か

所につき２分の１以内の補助で２万円を補助す

るものになっております。 

 令和５年度の実績につきましては、１５件の

申請がありまして、２０か所の圃場、こちらの

ほうに設置をされております。決算額としまし

ては３３万４５００円ということになっており

ます。 

 令和６年度につきまして、まだ実施途中です

けども、今のところ１５件の申請があっており

ます。１８か所――、今の執行しております金

額になりますと３０万円程度ということになっ

ております。よろしいでしょうか。 

 以上です。 

○委員（上村哲三君） これ、何で言ったかと

いうとね、やっぱり米をつくる田んぼは、電柵

をしてやっても鹿の被害もあるんですね。同時

に。そして、米が収穫というときには、イノシ

シなんですよ。全部きれいに米を食ってしまっ

て、その後にまた鹿が入ってくる。簡単な防護

柵だけではね、恐らくみんなの言われるのには、

できないというふうに毎年言われるんですね。

だから、その間に有害鳥獣対策実施隊が入って

くれと言われるけど、実際はわながあったりす

るもんだからなかなか入れない。もう少し何か

ほかの地域でも、いろいろな算段があったら勉

強してもらって、もうちょっと優良なね、防護

柵を開発してほしいなというふうに思うんです

がどうですか。よその話は聞いたことないです

か。 

○農業振興課長（稲田忠征君） ただいま水稲

――お米のお話がございましたけども、米のほ

うに設置されてる防護柵は大体、電気柵を設置

されております。一番申請件数でもですね、令

和５年、６年ともに水稲に係る電気柵の申請が

多いような状況でございます。 

 鳥獣被害につきましては、我々もちょっとこ

れといった、これが優良という方策というのを

ですね、今、考えあぐねているような状況です。
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こういった対策をしてもまた次から来ると、慣

れてしまって、という状況がございますので、

今、市のほうでもですね、協議会ございますけ

ども、そちらのほうでも実証実験、今、ほぼほ

ぼ露地野菜関係の実証実験を行ってるんですけ

ども、そういった感じですので、今後、私ども

もやはり農家さん、生産者の方々の所得減につ

ながるような状況ではいけませんので、他の自

治体の状況ですね、あとまた優良な方策等があ

るかどうかというのは勉強させていただきたい

ということを考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（金子昌平君） 林業担い手対策事業に

ついて、林業のほうもですね、担い手不足とい

うことで、担い手の確保並びに労働環境の改善

というところで力を入れていただきたいなとい

うふうに思うんですけれども、ちょっと勉強不

足ですみません。林業安全対策事業の中のＧｅ

ｏＣｈａｔシステムというんですかね、これは

通信系統のお話だと思うんですけれども、これ

を利用するに当たって、個数ですかね、予算の

内訳と、どういった体制で利用されていくのか

というのをちょっとお聞かせいただければと思

います。 

○水産林務課長（前田浩信君） こんにちは。

水産林務課の前田でございます。よろしくお願

いいたします。 

 ただいま委員さんのほうからＧｅｏＣｈａｔ

システムの大まかな概要とかという話でしたけ

れども、こちらのほうは主に山間部で携帯電話

が通じないところ、そこのところにこのＧｅｏ

Ｃｈａｔシステム、通話はできないんですけれ

ども、テキストデータ関係でやり取りするよう

な整備をしております。こちらのほうが、親機

が２機、それと、令和６年度までに中継機を合

計８機導入しております。現在のところ、泉地

区と、あと東陽地区のほうはですね、一応こち

らで全部カバーしております。 

 今後、令和７年度予算で中継機を３機予定し

ております。そのうちの２機は坂本地区、あと

１機のほうは、二見地区のほうに設置して、市

内全部、携帯電話の通じないところは、一応そ

ちらのほうでカバーをいたしまして、いろんな

安全対策とかそういうふうな感じで対応してま

いりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 下水汚泥肥料実証試験

事業についてですけども、事業化の可能性とい

うか、実証実験、試験を続けてこられて、どの

程度の今進捗状況なのかをお聞きしたいと思い

ます。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 委員お尋ねの

下水汚泥肥料実証実験の進捗状況でございます

が、今ですね、こちらのほう、令和５年１０月

に八代市循環型肥料推進協議会というのを立ち

上げまして、委員としましては、ＪＡさんと民

間企業さん、私ども農業振興課で協議会を設立

しております。 

 その中で、事業の１つとしまして、肥料の試

作を令和５年度に行ったところでございます。

こちらのほうは、量としましては約２０トンほ

ど作成、試作をつくっております。その使用し

た汚泥の量が２０トンで、できました肥料のほ

うが約５トン作成しております。 

 その中で成分を見たりとか、あと、試作品の

ほうを使いまして栽培の実証試験、こちら、ブ

ロッコリー等を２箇所させていただいておりま

す。 

 この令和５年度の実証実験に関しましては、

作付の状況があまりよろしくなく、結果として、

まともといいますか、ちゃんとした数字が取れ

なかったところでございます。 

 その後、令和６年度につきましては、お米と

ＷＣＳこちらのほうで実証試験を行っておりま
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す。その結果がつい最近届きましたけども、お

米のほうに関しては、慣行栽培地区と全く遜色

はなく、逆に量が取れてる部分もあると。ＷＣ

Ｓに関しても何ら問題なく、ちょっと量のほう

がですね、すぐロールにまとめてしまうんもん

ですからちょっと正確な量というのは計れてな

いんですけども、こちらのほうも別段問題なく

作付ができたという報告を受けております。 

 今後ですけども、令和７年度、もう一度実証

試験を行っていきたいと考えております。野菜、

ブロッコリーと米のほうでさせていただき、そ

れで数字を出して、今後どのような活用できる

のかというのを検討したいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。（委員谷口徹君「ありが

とうございました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

○委員（木村博幸君） 農林水産事業費の水産

業費ですね。目２・水産業振興費の中の説明が

ありました中で、栽培漁業振興事業の中の新規

で五家荘やまめ中間育成施設取水設備新設とあ

りますが、これを行うことになったその理由と、

この事業の概要をお願いいたします。 

○水産林務課長（前田浩信君） 水産林務課、

前田でございます。よろしくお願いいたします。 

 ただいま副委員長のほうから、ヤマメの中間

施設のこちら、水道の引込みというようなこと

でございますが、こちらのヤマメの中間施設に

関しましては、現在、この中間施設の上流に位

置する川から一応水を取水してるような状況で

す。 

 ただ、洪水時、特に近年では洪水が結構起き

ておりますので、その都度川のほうの水が、取

水が濁ったりしてから、ヤマメの育成にかなり

支障を与えてるような状況でございます。 

 そういうことから、今度は洪水とか、自然環

境のほうの影響を受けないように、今度は山間

部のほうに簡単な取水施設を作って、それから

この中間育成施設まで水道を新たに引いてから、

そういうふうな状況になったときでも、安定的

に水が取れるような施設を、令和７年度に予算

計上しております。 

 以上でございます。（委員木村博幸君「分か

りました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

○委員（谷口 徹君） 今度は、八代産畳表認

知向上・需要拡大事業についてですけども、も

う年度末が間もなくですので、令和６年度の実

績が分かれば教えていただきたいのと、令和７

年度に計上している予算に鑑みて、事業計画が

どのように考えてられるかをお聞きしたいと思

います。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） フー

ドバレー推進課、松永です。 

 令和６年度の実績といたしましては、畳の中

に振動スピーカーを内蔵いたしました畳スピー

カーを令和６年７月４日から一般発売し、プレ

ス向け体験会や消費者向け体験会などを実施し

ております。市役所のほうでも令和６年９月か

ら畳スピーカーを１階に展示しまして、来庁者

が自由に体験できるようにしております。 

 このほか、異業種とコラボしましたイベント

を令和７年３月２５日に東京都で開催を、今月

末ですけども、予定をしているところでござい

ます。 

 この畳スピーカーを呼び水に、八代産畳表に

つきまして、ＮＨＫワールドや全国ネットのテ

レビ番組、雑誌などでも取り上げられたところ

でございます。 

 今年度は、広告換算額に直しますと、令和６

年１２月現在で約７０００万円になっておりま

す。 

 つい最近でも、「ナニコレ珍百景」という全

国的なテレビにも出たところでございます。 
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 それと、夏に福岡のほうで博多大丸が熊本県

とコラボいたしまして熊本を紹介したイベント

があったんですけど、そのときも畳スピーカー

の体験会を行ったところでございます。 

 それと、令和７年度の方向性でございますけ

ども、具体的には協議会の総会で決めることに

なっておりますが、今、事務局の案といたしま

してはですね、今考えているところは、日本の

伝統文化とのコラボレーション等を行い、現在

の畳スピーカーを使いまして情報発信等をでき

ればなと思っております。具体的には百人一首

の大会ですとか、柔道大会とか、アミューズメ

ント施設やホテル、旅館等にちょっとアプロー

チをかけていければなというふうに考えており

ます。これはまだ事務局案でございますので、

正式には総会で決定してから決めていきたいと

思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 振動する畳のお話が出

ましたが、ＴＴＭ－Ｖ２０というんですかね。

これ、販売開始をもう今年度されたということ

なんですけど、どれぐらい売れているか分かり

ますでしょうか。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 最新

の状況はちょっとまだ把握できてないんですが、

令和６年１２月末現在では７枚、販売実績がご

ざいまして、問合せ中が十数件あるというふう

に聞いております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 同じところなんです

けど、企業版ふるさと納税を使われているとい

うことなんですけど、これで直接的なですね、

ふるさと納税が、関係性ですけど、これはもう

適切であるという考えでよろしいですかね。と

いうのが……、まあいいです。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 企業

版ふるさと納税につきましては、内閣府のほう

に当初始まる企業版ふるさと納税のときに確認

をいたしておりまして、問題ないことを確認し

ております。 

 以上でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） 直接的な関係がある

ところで利害関係があるということになってく

るとちょっとまずいかなというふうに思ったも

のですから、確認ですが、それは問題ないとい

うことでよろしいですかね。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 先ほ

どの繰り返しになりますけども、そこは国のほ

うに確認をして問題ないというところを確認し

ております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 続きまして、アサリ

漁業Ｖ字回復事業なんですけど、前年のですね、

状況をちょっと教えていただきたいと思います。 

○水産林務課長（前田浩信君） 水産林務課、

前田でございます。 

 今、質問内容については、令和５年度の内容

ですかね。（委員中山諭扶哉君「はい」と呼ぶ） 

 令和５年度につきましては、主に市場調査、

リサーチ関係のほうを行っております。この中

で、国内の有名産地での調査とかそういうふう

なやつをやっております。その中で行きました

のが、地元と、それから、愛知県の渥美漁港の

――アサリの有名なところですね。それから、

垂下式養殖で有名な長崎の小長井地区のほうに

行っております。あと、一部でございますが、

これ、金剛地区付近のほうで、アサリの漁業体

験等を行っております。こちらのほうの調査を

行った結果、その辺りの課題等見えてきました

ので、その課題といたしましては、まず、八代

産アサリの強みが現在のところあまりやっぱり

アピールできていないというところ、それから、

アサリの生産過程における様々なコストの問題、
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そして、実際、主要取引先での取引額が低価格

ということで、実際、作業に見合ってないとい

うところ、そして一番の課題となっていたのが

地元での産地認識が低い、それと、地元で八代

産アサリが購入できる店舗が少ないということ

でしたので、一応これを令和６年度、７年度の

事業のほうに向けて課題解決に向けて、また新

たな実証試験を行っていきたいというふうに考

えております。 

 以上、お答えといたします。 

○委員（中山諭扶哉君） 今の販売とかそうい

うところに聞こえたんですけど、一番の目的は

漁獲量の拡大を図るというところなんじゃない

かなと思うんですけど、そこら辺についてはい

かがでしょうか。 

○水産林務課長（前田浩信君） 漁獲量拡大の

件でございますが、私どもも新たに、今現在、

被覆網で実際アサリを守っているわけなんです

けれども、それ以外のところで新たな漁獲量拡

大について結びつけるかどうかをちょっと調査

いたしましたけれども、結果としては、一番こ

の被覆網というのが全国的に一番取り入れられ

ていて確実な方法ということで、現在、この被

覆網の拡大に向けて、一応漁師の皆さんと協議

を行っているところでございます。 

 実際この漁獲量拡大に向けて、様々な漁師の

方から、この網の特性とかそういうふうなデー

タもいただいておりますので、これを今後生か

してまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） もう１点。八代うま

かアサリ研究会負担金というのが１８００万円

ぐらいあるんですけど、一応この中に今、明細

として出ているのが５００万円分ぐらいしか出

てないんですよね。残りちょっと大きなやつが

あれば教えてほしいんですけど。５００万円で

した。すみません、申し訳ない。５０００万円

じゃなく５００万円でした。（委員上村哲三君

「桁の違うとったな」と呼ぶ）そうです、すみ

ません。（水産林務課長前田浩信君「５００万

円ですか。すみません、どの部分でございます

でしょうか」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） もう一度。 

○委員（中山諭扶哉君） 八代うまかアサリ研

究会負担金が１８００万円ぐらいありますが、

この中で、明細が出されているのが５００万円

分ぐらいしか出されてませんので、そこを教え

てほしいということです。 

○水産林務課長（前田浩信君） 失礼いたしま

した。水産林務課の前田です。 

 今のほかの５００万円以外の部分につきまし

ては、実際、今年度垂下試験を行っているわけ

なんですけれども、さらにそれを進めまして、

実際資材の種類であったりとか、密度、水深の

方法の違いによる検証を行いたいというふうに

考えております。 

 それから、新たな取組といたしまして、アサ

リ漁場を生かした観光漁業の実証試験、そして、

漁獲作業の省力化試験、そして、今度は新たな

被覆網の付着物の対策実証試験を一応考えてお

ります。 

 一応こちらのほう、金額を明記してございま

せんのが、一応こちらはプロポーザルを一応予

定しておりますので、あまりこの辺りを詳しく

書くと、業者からの提案事項にちょっとですね、

狭めるというふうな考え方もございましたので、

その辺りはちょっと省かせていただいておりま

す。 

 以上です。（委員中山諭扶哉君「はい、分か

りました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

○委員（谷口 徹君） 森林経営管理事業です

けれども、森林所有者の意向調査をされるとい

うことで１９８０万円、所有者は市全体で何人

いらっしゃるのか、そして、意向調査が終わる
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のはいつ頃なのかをお聞きしたいと思います。 

○水産林務課長（前田浩信君） 水産林務課の

前田でございます。 

 ただいま谷口委員のほうから、意向調査の面

積、所有者ということでございますけれども、

実際その所有者については、現在把握しており

ません。 

 対象面積というのが今のところ私たちのほう

で見積もってますのが約２万３０００ヘクター

ル。現在の進捗率が約２０％にしかなっており

ませんので、今後約２０年近くは意向調査のほ

うにかかるというふうに私たちは見込んでおり

ます。 

 以上です。（委員谷口徹君「ありがとうござ

いました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（村川清則君） 園芸・果樹振興対策事

業とかでトマト黄化葉巻病対策とか晩白柚の老

木をちょっと若木に変える事業とかあるんです

けれども、トマトはそこそこ面積はあまり変わ

らずに、ちょっと微増ぐらいで推移してると思

ってるんですが、晩白柚が何かちょっと減りつ

つあるというような、ちょっと思いもあって、

だから販売できるきちんとした何か市場に出て

くる晩白柚の栽培面積というのはどんなですか。

ここ何年かのとか分かりますか。分からんなら

後でよかつばってん。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 晩白柚のここ

数年の収穫量と、あと生産額、収穫量でよろし

いですか。（委員村川清則君「面積とか分かれ

ば」と呼ぶ） 

 作付面積と収穫量のほうをお答えさせていた

だきます。 

 数字が令和４年分までしかないんですけども、

遡りまして令和２年からお伝えしますと、作付

面積が５１ヘクタール、収穫量が５９０トン、

令和３年度が５０ヘクタール、収穫量が６２０

トン、令和４年が４８ヘクタール、５８０トン

ということになっております。 

 以上でございます。 

○委員（村川清則君） 徐々に少しずつ減って

いるというような状況ですか。 

○農林水産部長（豊田浩史君） 晩白柚の生産

面積につきましては、１０年ほど前まではずっ

と６０ヘクタールで推移してきておりました。

ここ５年ぐらいで一気に９ヘクタールほど、１

０ヘクタールほどの目減りと、減少ということ

になっている。これは高齢化によるものという

ことが考えられます。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（谷口 徹君） 八代産畳表認知向上・

需要拡大事業についてですけれども、令和６年

１２月に一般質問でこのことについて取り上げ

ました。令和７年度の事業計画の事務局案のほ

うをお聞かせ願ったところ、情報発信、新しい

ところで百人一首とか柔道を取り入れてみたい

ということなんですけども、多分、広告代理店

への委託費がほとんどを占めるのではないかと

いうふうに予想されます。できたら実際畳表を

使う事業者のところへ行って営業戦略を講じて

いただければと思うところです。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） アサリ漁業Ｖ字回復

事業のところでちょっとお伝えしましたが、明

細を書かれるんであれば、そのプロポーザルの

件がということであれば、そのプロポーザルの

部分で何百万円とか、やっぱり明細ということ

をやっぱり考えたときには、等とかじゃなくて、

もう少し詳しく入れてほしかったなというふう

に思います。よろしくお願いします。 
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 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見はありま

せんか。 

○委員（木村博幸君） ２つほどあります。１

つは、先ほど質問しました五家荘のヤマメの件

です。実は昨年、前に養殖されている方の養殖

ますをちょっと見に行ったときがあったんです

が、ちょうどやっぱり最近の豪雨災害の関係で、

結構山、その谷が崩れて少し水が枯れたとか、

そういったときに非常に苦労されてて、緊急的

に水を入れてたというお話を聞いてて、今回新

規でされてるということで非常にうれしく思っ

ております。やっぱり五家荘というと、やっぱ

ヤマメ、やっぱりつきものですので、こういっ

たところの細かいところの配慮が非常にうまく

いくなというところで、今度ため池をつくられ

るということですが、それもやっぱり今後の異

常気象を見ると、本当にそこが適正なのかを十

分考慮してつくっていただければなと思います。

よろしくお願いします。 

 もう１点です。もう１点は、先ほど出てきま

した排水機場の件です。今後、予定としてオー

バーホールということですが、いろいろ聞いた

ところでは、排水機場のポンプの主軸が壊れた

りとか、いろいろトラブルが多いところですけ

ど、やっぱりどうしても災害の緊急時に運転し

なくてはいけない、回らなくちゃいけないとい

うことで、やっぱりこの辺のエンジンのオーバ

ーホール、トラブルも含めまして保守・保全の

やり方ですよね、この辺がうまくいっているの

かなあと、そこがちょっと気になるところです。

例えばエンジンのトラブルその他は、多分定期

的に保全運転をされると思うんですけど、そこ

がきちんとやれているのかなというのと、あと

は、警報が出る、異常になると警報が出るんで

すけど、そういったところがうまく作動するの

か。自主回路機能チェックとかでですね、何か

そういったところも含めながら運転されるとい

いかなと思います。 

 それともう１個最後に、今度新しく予備を、

予備ちゅうか、更新される時期を迎えてらっし

ゃるということであれば、汎用するポンプにつ

くエンジンですけど、汎用エンジンがふだんは

使われますが、故障に強いメーカーのエンジン

を選択していただければなというのがちょっと

気になるところです。そういったところでは、

少し高くても長く使うわけですから、何といい

ますか、保全の費用が、経費が安くなるような

形になると思いますので、汎用エンジンは信頼

の置けるメーカーを選定をお願いしたいと思い

ます。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見はありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第７号・令和７年度八代市一般会計予算

中、当委員会関係分については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手多数と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後１時４６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時４９分 本会） 

◎議案第１３号・令和７年度八代市久連子財産

区特別会計予算 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１３号・令和７年度八代市久連

子財産区特別会計予算を議題とし、説明を求め

ます。 

○水産林務課長（前田浩信君） 皆様、こんに

ちは。水産林務課、前田でございます。 

 それでは、議案第１３号・令和７年度八代市
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久連子財産区特別会計予算につきまして、御説

明させていただきます。着座での説明でよろし

いでしょうか。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○水産林務課長（前田浩信君） それでは、令

和７年度八代市久連子財産区特別会計予算書の

１ページ、２ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２５

万４０００円を計上いたしております。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 まず、主な歳入でございますが、ページ下に

あります款２・繰入金、項１・基金繰入金、目

１・久連子財産区基金繰入金で２４万６０００

円を計上いたしております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 次に、歳出でございますが、款１・総務費、

項１・総務管理費、目１・一般管理費に１５万

４０００円を計上いたしております。内訳とい

たしましては、年２回の開催を予定しておりま

す財産区管理会、その委員５名の報酬５万９０

００円、報償費として財産区有林と隣接者との

境界立会いなどに対する謝礼１万円、需用費と

して地区内の防犯灯の電気代２万８０００円と、

財産区で管理しております久連子民踊伝習館の

施設設備修繕料５万円の計７万８０００円、積

立金といたしまして基金利子の７０００円でご

ざいます。 

 また、款２・予備費、項１・予備費、目１・

予備費として１０万円を計上いたしております。 

 以上が令和７年度八代市久連子財産区特別会

計予算の説明でございます。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） ないようですので、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 意見もなければ、こ

れより採決いたします。 

 議案第１３号・令和７年度八代市久連子財産

区特別会計予算については、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１４号・令和７年度八代市椎原財産区

特別会計予算 

○委員長（古嶋津義君） 次に、議案第１４号

・令和７年度八代市椎原財産区特別会計予算を

議題とし、説明を求めます。 

○水産林務課長（前田浩信君） 引き続き、議

案第１４号・令和７年度八代市椎原財産区特別

会計予算につきまして御説明いたします。着座

にて説明させていただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○水産林務課長（前田浩信君） 令和７年度八

代市椎原財産区特別会計予算書の１ページ、２

ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２３

万８０００円を計上いたしております。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 まず、主な歳入でございますが、ページ下に

あります款２・繰入金、項１・基金繰入金、目

１・椎原財産区基金繰入金で２２万８０００円

を計上いたしております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 次に、歳出でございますが、款１・総務費、

項１・総務管理費、目１・一般管理費に１３万

８０００円を計上いたしております。内訳とい

たしましては、年２回の開催を予定しておりま

す財産区管理会、その委員７名の報酬８万３０

００円、報償費として財産区有林と隣接者との

境界立会いになどに対する謝礼１万円、需用費
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として地区内の防犯灯の電気代３万６０００円、

積立金として基金利子の９０００円でございま

す。 

 また、款２・予備費、項１・予備費、目１・

予備費として１０万円を計上いたしております。 

 以上が、令和７年度八代市椎原財産区特別会

計予算の説明でございます。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はありません

か。 

○委員（中山諭扶哉君） すいません、１つだ

け。不動産の立木売払収入ということで１００

０円上がってますけど、少し内容だけ教えても

らっていいですか。 

○泉支所産業建設課主幹兼農林水産係長（寺川

博文君） 不動産売払収入についてですけども、

今のところ予定はありませんけども、名目とし

て１０００円上げさせていただいております。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） いいですか。 

○委員（中山諭扶哉君） いいです。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 防犯灯の電気代が上が

ってましたけど、防犯灯はＬＥＤですかね。 

○泉支所産業建設課主幹兼農林水産係長（寺川

博文君） 最近つけた分についてはＬＥＤにな

っていますけども、そのほかの分はまだ電球の

部分もあります。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。ほ

かにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ以上で質疑

を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。意見はあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１４号・令和７年度八代市椎原財産区

特別会計予算については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後１時５６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時５７分 本会） 

◎議案第１５号・令和７年度八代市水道事業会

計予算 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１５号・令和７年度八代市水道

事業会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○理事兼水道局長（吉永哲也君） 皆様、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）水道

局の吉永です。よろしくお願いいたします。 

 議案第１５号・令和７年度八代市水道事業会

計予算について、着座にて説明させていただき

ます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 まず、予算の概要でございますが、第２条の

業務の予定量で給水戸数を１万７７００戸、年

間総給水量を３９５万９０００立方メートル、

１日平均給水量を１万８４６立方メートルと見

込んでおります。主要な建設改良事業では、水

源地関係の改良工事として原水設備改良費４９

０９万円、給水区域内新規配水管布設工事とし

て配水設備拡張費１億７０６万３０００円、老

朽管の布設替えなど、配水設備改良費６億２２

５３万円を予定しております。 

 次の第３条は、水道事業の運営に関する収益

的収入及び支出でございます。収入では、水道

事業収益として総額５億９９１８万円、２ペー

ジに移りまして、支出では、水道事業費用とし
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て総額５億３５８６万円で、収支差引きは６３

３２万円の黒字を見込んでおります。 

 次に、第４条、資本的収入及び支出でござい

ますが、収入では企業債及び工事負担金として

総額５億６４００万２０００円、支出では建設

改良費や企業債償還金として総額８億７６２６

万１０００円を計上しております。 

 なお、収支差引きで不足する３億１２２５万

９０００円につきましては、当年度分消費税及

び地方消費税資本的収支調整額などで補塡する

こととしております。 

 ３ページをお願いします。 

 第５条では、企業債の限度額、第６条では一

時借入金の限度額、第７条と第８条では、経費

の流用に関する事項、４ページの第９条では、

量水器等のたな卸資産購入に係る限度額を定め

ております。 

 次の５ページからは、水道事業会計予算に関

する説明でございます。 

 地方公営企業法施行令第１７条の２に基づき、

７ページから２０ページまでは予算の実施計画、

キャッシュ・フロー計算書、損益計算書及び貸

借対照表を掲載しております。 

 それでは、令和７年度予算の詳細につきまし

て説明いたします。２１ページをお願いします。 

 まず、収入の款１・水道事業収益、項１・営

業収益でございますが、目１・給水収益５億６

４４２万８０００円、目２・受託工事収益６１

９万７０００円、目３・その他の営業収益２５

０万７０００円の計５億７３１３万２０００円

を計上しております。 

 ２２ページをお願いします。 

 項２・営業外収益２６０３万６０００円でご

ざいますが、目２・他会計補助金６０万円は企

業職員の児童手当に対する一般会計補助金でご

ざいます。目３・長期前受金戻入２３６８万７

０００円は、過去に補助金等で取得した償却資

産の当年度減価償却費の当該補助金相当分を収

益化するもので、現金の収入はございません。 

 次に、項３・特別利益でございますが、過年

度損益修正益など１万２０００円を計上してお

ります。 

 続きまして、支出について御説明いたします。

２３ページをお願いします。 

 款１・水道事業費用、項１・営業費用、目１

・原水及び浄水費１億７７６万円は、水源地関

係の費用でございまして、水源地の運転管理業

務委託料や動力費でございます。 

 ２４ページをお願いします。 

 目２・配水及び給水費９４０３万９０００円

は、配水管や給水管に係る費用でございまして、

修繕費や漏水調査に係る委託料などでございま

す。 

 ２５ページをお願いします。 

 目３・受託工事費２０１６万３０００円は、

給配水管の切替工事等の受託工事に要する費用

で、主に下水道工事等に伴う水道管移設工事費

でございます。目４・総係費１億１０５８万５

０００円は、一般事務経費など事業全般に関連

する費用で、主に水道料金窓口業務などの委託

料でございます。 

 ２６ページをお願いします。 

 目５・減価償却費１億６１７９万９０００円

は、施設の耐用年数に応じて費用化するもので、

目６・資産減耗費２５１２万７０００円と同様、

現金の支出はございません。 

 ２７ページをお願いします。 

 項２・営業外費用でございますが、目１・支

払利息及び企業債取扱諸費１０５７万４０００

円、目２・消費税及び地方消費税２００万円な

ど１２５７万５０００円を計上しております。 

 項３・特別損失７０万２０００円は、主に過

年度損益修正損で、項４・予備費は前年同額の

３００万円を計上しております。 

 ２８ページをお願いします。 

 資本的収入及び支出について説明いたします。 
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 まず、収入でございますが、款１・資本的収

入、項１・企業債、目１・企業債５億３１６０

万円は、日奈久配水池の新設に要する経費につ

いて借入れを行うものです。 

 項２・工事負担金、目１・他会計負担金３６

３万円は消火栓設置に係る一般会計負担金で、

目３・その他工事負担金２８７７万１０００円

は、下水道工事に伴う移設補償費でございます。 

 次に、２９ページの支出でございます。 

 款１・資本的支出、項１・建設改良費、目１

・原水設備改良費４９０９万円の主な内容とし

ましては、八代市水道事業耐震化計画策定業務

委託のほか、日奈久配水池築造に伴う高田水源

地の取水ポンプ及び送水管の改良工事を行うも

のです。耐震化計画については、災害時におい

ても平常どおり水を使用できる環境を整備する

ため、水源や配水池等の急所施設や、防災拠点

となる市庁舎や避難所等の重要給水施設に接続

する上下水道管路の耐震化を進めるために策定

するものでございます。 

 目２・配水設備拡張費１億７０６万３０００

円の主な内容としましては、老朽化した幹線配

水管の更新を行うに当たり、布設位置や工法を

検討するために行う八代市幹線配水管整備基本

設計業務委託のほか、宮地、郡築、八千把地区

などに７５ミリから１５０ミリの配水管を約１

４００メートル布設するものでございます。 

 目３・配水設備改良費６億２２５３万円は、

日奈久配水池の築造工事を行うほか、宮地、太

田郷、日奈久地区におきまして、老朽化した配

水管約１１００メートルを改良するものでござ

います。 

 目４・営業設備費２７４９万３０００円は、

検針器の更新及びタンク一体型給水車の購入経

費でございます。タンク一体型給水車につきま

しては、近年各地で発生している災害の状況を

鑑み、有事の際、より迅速な給水活動を図るた

め購入するものでございます。 

 なお、工事予定箇所につきましては、お配り

しております議案第１５号関係資料に記載して

おりますが、黄色丸の数字が拡張工事、赤丸の

数字が改良工事となっております。 

 予算書３０ページをお願いします。 

 項２・企業債償還金は６９０８万５０００円

でございます。 

 項３・予備費は、前年同額の１００万円を計

上しております。 

 ３１ページから３８ページまでは給与費明細

書、債務負担行為に関する調書、地方債に関す

る調書でございますが、説明を省略させていた

だきます。 

 令和７年度も公共の福祉の増進のため、安全

で安心な水の安定供給に努めるとともに、持続

可能な水道の実現のため、健全経営に努めてま

いります。 

 以上で、水道事業会計の説明を終わります。

御審議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。意見もあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５号・令和７年度八代市水道事業会

計予算については、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１６号・令和７年度八代市簡易水道事

業会計予算 
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○委員長（古嶋津義君） 次に、議案第１６号

・令和７年度八代市簡易水道事業会計予算を議

題とし、説明を求めます。 

○理事兼水道局長（吉永哲也君） 引き続きよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第１６号・令和７年度八代市

簡易水道事業会計予算について、着座にて説明

させていただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○理事兼水道局長（吉永哲也君） 予算書の１

ページをお願いします。 

 予算の概要でございますが、まず、第２条の

業務の予定量では、給水戸数は１８４０戸、年

間総給水量は３０万６６００立方メートル、１

日平均給水量は８４０立方メートルと見込んで

おります。また、主な建設改良事業では、原水

設備改良費１億６２６７万２０００円、原水設

備改良費１億９０４５万６０００円を予定して

おります。 

 次に、第３条の簡易水道事業の運営に関する

収益的収入及び支出でございますが、収入では、

簡易水道事業収益として総額１億９６３５万４

０００円、２ページに移りまして、支出では、

簡易水道事業費用として総額１億９５２７万円

で、収支差引きは１０８万４０００円でござい

ます。 

 次の第４条、資本的収入及び支出でございま

すが、企業債など資本的収入として総額４億１

０９５万５０００円、建設改良費や企業債償還

金など資本的支出として総額４億５１５０万円

でございます。 

 なお、収支差引きで不足する４０５４万５０

００円につきましては、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額などで補塡すること

としております。 

 ３ページをお願いします。 

 第５条と第６条では、企業債及び一時借入金

の限度額を、第７条及び４ページの第８条では、

経費の流用に関する事項を定めております。 

 第９条の他会計からの補助金でございますが、

簡易水道事業会計の経営基盤確立のため、一般

会計から補助を受ける金額を８７０９万８００

０円としております。 

 次の５ページからは、簡易水道事業会計予算

に関する説明書でございます。 

 地方公営企業法施行令第１７条の２に基づき、

７ページから１９ページまでは、予算の実施計

画、キャッシュ・フロー計算書、損益計算書及

び貸借対照表を掲載しております。 

 それでは、令和７年度の予算の詳細につきま

して説明いたします。２０ページをお願いしま

す。 

 まず、収入の款１・簡易水道事業収益、項１

・営業収益でございますが、目１・給水収益６

１６６万１０００円、目２・受託工事収益８５

万４０００円、目３・その他の営業収益８万６

０００円の計６２６０万１０００円を計上して

おります。 

 ２１ページをお願いします。 

 項２・営業外収益でございますが、目２・他

会計補助金７２４９万８０００円は、主に職員

の人件費や利子償還金、減価償却費等に対する

一般会計補助金でございまして、営業外収益の

合計は１億３３７５万円でございます。 

 次に、項３・特別利益は３０００円でござい

ます。 

 続きまして、支出について御説明いたします。

２２ページをお願いします。 

 款１・簡易水道事業費用、項１・営業費用、

目１・原水及び浄水費４０６６万３０００円は、

水源地及び浄水場関係の費用で、主なものは施

設の水質検査業務委託や動力費でございます。 

 目２・配水及び給水費５２５万５０００円は、

配水及び給水施設に係る費用で、主なものは配

水管及び給水管の修繕費でございます。 

 目３・総係費３６５３万１０００円は、一般
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事務経費など事業全般に関する費用でございま

して、主なものは職員５名分の人件費や検針業

務に要する経費でございます。 

 ２３ページに移りまして、目４・減価償却費

は９４３９万３０００円で、目５・資産減耗費

６４９万５０００円と合わせました営業費用の

合計は１億８３３３万７０００円でございます。 

 ２４ページをお願いします。 

 項２・営業外費用でございますが、目１・支

払利息及び企業債取扱諸費１０１８万１０００

円、目２・消費税及び地方消費税１２０万円な

ど１１３８万２０００円を計上しております。 

 項３・特別損失は５万１０００円、項４・予

備費は前年度同額の５０万円を計上しておりま

す。 

 続きまして、資本的収入及び支出について御

説明いたします。２５ページをお願いします。 

 まず、収入でございますが、款１・資本的収

入、項１・企業債、目１・企業債１億２４１０

万円は、坂本町における宅地かさ上げに伴う水

道施設移設工事に要する経費について、借入れ

を行うものです。 

 次に、項２・工事負担金の目１・他会計負担

金９０万８０００円は、消火栓の新規設置に係

る一般会計負担分で、目２・その他工事負担金

２億１８２４万５０００円は、坂本町の宅地か

さ上げに伴う水道施設の移設補償に係る国・県

負担分でございます。 

 次に、項３・補助金、目１・他会計補助金６

７７０万２０００円は、元金償還金や建設改良

費に対する一般会計補助金でございます。 

 次に、２６ページの支出でございます。 

 款１・資本的支出、項１・建設改良費、目１

・原水設備改良費１億６２６７万２０００円で

すが、坂本町の宅地かさ上げ工事に係る浄水場

のかさ上げ設計委託や導・送水管の移設工事費

でございます。 

 目２・配水設備改良費１億９０４５万６００

０円ですが、こちらは坂本町の宅地かさ上げ工

事に伴う配水管の移設工事費でございます。 

 目３・営業設備費２７０万６０００円ですが、

こちらは基幹系システムの標準化に合わせ、基

幹系システムと簡易水道料金システムとのデー

タ送受信を従来どおりに行うことを可能にする

ためのシステム改修経費でございます。 

 以上、建設改良費は３億５５８３万４０００

円を計上しております。 

 なお、工事予定箇所につきましては、お配り

しております議案第１６号関係資料に掲載して

おりますが、緑色の丸の数字が導・送水管の工

事、赤い丸の数字が配水管の工事となっており

ます。 

 予算書２６ページにお戻りいただき、項２・

企業債償還金は９５１６万６０００円、項３・

予備費は前年度同額の５０万円を計上しており

ます。 

 最後に、２７ページから３４ページまでは給

与費明細書、債務負担行為に関する調書、地方

債に関する調書でございますが、説明を省略さ

せていただきます。 

 令和７年度は、主に球磨川流域の宅地かさ上

げに伴う簡易水道施設の移設工事を引き続き実

施し、公共の福祉の増進のため、安全で安心な

水の安定供給に努めてまいります。 

 以上で、簡易水道事業会計の説明を終わりま

す。御審議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。意見もあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 
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 議案第１６号・令和７年度八代市簡易水道事

業会計予算については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後２時１８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２０分 本会） 

◎議案第２０号・契約の変更について（八代市

南部排水機場３号ポンプ設備復旧工事） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 議案第２０号・八代市南部排水機場３号ポン

プ設備復旧工事に係る契約の変更についてを議

題とし、説明を求めます。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）農地

整備課の蓑星でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 それでは、議案第２０号・契約の変更につい

て御説明させていただきます。着座にて失礼い

たします。 

 議案書の５ページをお願いいたします。 

 議案書に記載のとおり、工事請負契約の変更

契約を締結するものでございます。 

 変更前の契約につきましては、工事名、八代

南部排水機場３号ポンプ設備復旧工事、工事場

所、八代市日奈久新開町、契約金額１億３１７

８万円、契約の相手方、福岡市中央区渡辺通二

丁目１番８２号、株式会社酉島製作所九州支店、

支店長牧野博隆でございます。 

 変更後の契約が、工事名、八代南部排水機場

３号ポンプ設備復旧工事、工事場所、八代市日

奈久新開町、契約金額、２億５３８９万１００

０円でございます。契約の相手方、福岡市中央

区渡辺通二丁目１番８２号、株式会社酉島製作

所九州支店、支店長牧野博隆でございます。 

 提案の理由としましては、変更後の契約金額

が１億５０００万円以上の工事請負契約を締結

するには、八代市議会の議決に付すべき契約に

関する条例第２条の規定により、議会の議決を

経る必要があることからお願いするものでござ

います。 

 なお、議会の議決をいただいたときに、本契

約となる条件を付した変更仮契約を１月１６日

に締結しております。 

 また、変更前の契約につきましては、施設の

性質上、修理や加工に特殊な技術を要し、ポン

プ製造メーカーでなければ納品できない部品が

あることなど、早期の現場対応が可能であるこ

となどから、当該排水機場を造成した株式会社

酉島製作所九州支店と随意契約を締結し、着手

しております。 

 今回、変更契約の提案をいたします工事は、

さきの９月定例会で補正予算の御承認をいただ

きました八代南部排水機場の復旧工事でござい

ます。 

 昨年８月中旬の事故発生後、排水機場の早期

復旧を図るため、国・県と協議を行い、土地改

良施設突発事故復旧事業の採択を受け、国の交

付決定を待たずに着手できる交付決定前着手の

承認を受け、変更前の契約により１０月中旬か

ら現場着手しております。 

 事故発生直後の現場調査では、ポンプ設備の

詳細な損傷程度が把握できなかったため、株式

会社酉島製作所の大阪本社工場へ機器類を持ち

込み、補修して再利用するのか、新品への交換

が必要なのか、調査を行ってまいりました。今

回、工場持込み検査等の結果により復旧方針が

決定しましたので、必要な工事内容に変更し、

施工するものでございます。 

 資料の２ページをお願いいたします。 

 工場持込み検査の結果から、故障した原因に

つきましては、ポンプ内部の①水中軸受と②羽
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根車との接合部に適切な潤滑油の供給ができな

くなったことにより、③主軸が摩耗し、主軸と

羽根車を支える水中軸受に隙間が発生したこと

で回転体が下方向へ傾斜し、ポンプ下部のケー

シングに接触して回転不能となり、④減速機へ

の過負荷、⑤遠心クラッチの焼付きが起こり、

停止したものでございます。 

 ２ページの下段、左側の写真においては、①

水中軸受と②羽根車が接合していた部分を取り

外し、内部を撮影したものです。潤滑油の供給

不良が原因で主軸が摩耗し、隙間が発生してい

る状況が確認されています。 

 このような結果を受け、今後の再発防止策と

いたしましては、潤滑油ポンプと配管の交換を

行い、運転員とともに潤滑油が適正に供給され

ているのか排水運転前後の確認を行うことや、

定期的なポンプ内部の点検などを行ってまいり

ます。 

 資料の３ページをお願いいたします。 

 ３ページには、整備内容の詳細を記載してお

ります。 

 復旧内容としましては、ポンプ内部の②羽根

車を補修加工して再利用とし、①水中軸受、③

主軸、④減速機、⑤遠心クラッチは割れや摩耗、

過負荷による損傷や焼付きなどが確認され、補

修して再利用することができないため、新品へ

交換することとし、併せて、経年劣化したベア

リングやシール類、スリーブなどを交換、パッ

キンなどの消耗品も交換いたします。このうち

④減速機につきましては、潤滑油オイルを調べ

るトライボ診断で、分解整備を推奨するとの結

果ではありましたが、納期と分解整備費の比較

から、新品交換が安価でありましたので、新品

交換といたします。 

 また、復旧までの工程につきましては、再利

用する部品の整備を行い、羽根車や水中軸受、

主軸、遠心クラッチなど、ポンプの主要部分を

６月末までに仮復旧し、納期が１２月頃と見込

まれる減速機の交換を行い、運転調整と最終確

認を行った上で令和８年２月頃の本復旧を見込

んでおります。このため、変更後の契約は、工

期を令和８年２月２７日まで延長して行います。 

 なお、今回交換した機器類は、今後県営事業

で実施予定の全面的な設備更新の際には、その

まま再利用することとして、県と協議を行って

いるところです。 

 また、資料の３ページ下部にも記載しており

ますが、復旧工事を行っている３号機以外の３

基のポンプにつきましても、同様の症状が発生

していないか確認するため、本年度に１、２号

機、来年度に４号機のポンプを開封し、内部点

検を実施する計画でございます。 

 以上、契約変更の説明とさせていただきます。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

 中山委員はありませんか、地元日奈久のです

よ。 

○委員（村川清則君） 水中軸受と羽根車との

接合部に適切な潤滑油の供給ができなくなった。

これはなぜとか分かりますか。その理由とか。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 潤滑油ですが、

ポンプのほうに、――２ページの下の真ん中の

写真があると思いますが、水中軸受の横に細い

パイプのようなものが見えると思います。この

パイプでグリースを注入するような仕組みにな

っております。この中が硬化して詰まっていた

のか、あるいは水中軸受と羽根車の接合部から

水が浸入して流れ出ていたのか、そこは定かで

はございませんが、適切に潤滑油が供給できて

いなかったことにより起こったものと思われま

す。 

○委員（村川清則君） あとの３機は、回転す

るちゅう、稼働するということは、適正に潤滑

油が回っているということですか。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 先ほども説明
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のところで申しましたが、３号機に不具合が起

きまして、すぐに２号機はポンプを開封しまし

て中を確認しました。ところが、農業用のビニ

ールですとか、そういうのが絡まっておりまし

たので、そういうものは撤去しております。１

号機につきましては今年度中に行う予定なんで

すが、その前にクラッチを切って、回転体が回

転するのかというのを調べることができますの

で、ほかの３機とも一応検査しておりまして、

特に運転には問題ないような状況ではあります。 

 しかしながら、中を開けてみないとはっきり

とした状況が分からないということですので、

残りの３機とも開封して点検というのを予定し

ておるところです。 

○委員（村川清則君） 当面、今年の雨期とい

うか台風シーズンまで雨が多い時期があるんで

すけれども、それはあとの３機で何とか頑張る

と。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 八代南部排水

機場の排水能力が４台で４０トンという排水能

力です。１台運転できませんので最大１秒間に

３０トンの排水ができるというふうな能力です。

当然能力が４分の３に落ちておりますので、雨

が予想されるときには早めに動かして水位を下

げるとか、そういった運転の工夫で今年の出水

期は乗り切るということで計画しております。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 私も、これを見たと

き、非常に重度というか、もうこんな状況にな

っとったとかと思って、機械は分かるものです

から、その重大さは非常に分かった次第です。

時間かかるどなというのも分かります。 

 ただ、これだけ軸が削れてるちゅうことは、

恐らく音もかなりしとったはずなんですよ。だ

から、後の話とかなりますけど、ちょっと私の

自宅もここから二、三百メートルしか離れとら

んもんですから、音がやっぱちょっとしよった

っですよね。それで、何の音だろうかては思っ

とったです。今思えば、恐らくこの音じゃなか

ったのかなというふうに思います。 

 気をつけられてですね、もう起こって、もう

こういうふうになってますので、ほかのところ

も起こらんように、ちょっともう一回見てほし

いなというふうに思います。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 音の件なんで

すが、排水機場はディーゼルエンジンの音が物

すごいしますので、摺動音といいますか、こす

れる音というのが、なかなかエンジンが動いて

いるとちょっと判別がしにくいというところで

す。 

 先ほども申しましたとおり、エンジンを動か

した状態ではなくて、クラッチを切って回転体

を回して、そういったところで不具合がないか

というのを確認していきたいなというふうに考

えております。 

○委員（中山諭扶哉君） 分かります。ただ、

その先は減速機のとおった後で何メートルもそ

こあるものですから、そこでゆっくり回しても

多分音なんか分からんとですよね。なかなか分

かりづらいところあると思いますので、もう注

意していただきたいというのがあれなんですけ

ど、その後の３台も検査をされるということな

ので、あとの３台についてはもう問題ないとい

うこと、さっき報告がありましたけど、と思っ

ててよろしいですかね。 

○農地整備課長（蓑星博之君） ３号機以外の

３台につきましては、問題なく稼働できている

状態です。（委員中山諭扶哉君「分かりました」

と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。ほ

かにありませんか。 

○委員（村川清則君） 参考までに、運転され

る方は地元の土地改良区が頼まれた方ですか。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 八代南部排水

機場につきましては、地元の八代平野南部土地

改良区に委託しておりまして、運転自体は職員
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の方が行っておられます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（木村博幸君） 先ほどもちょっとこれ

に触れたかったんですけど、あえて言わなかっ

たんですが、やっぱり保全、運転、それから、

言われたようにクラッチを切る、手回しをする、

これも分かります。計画的にどんなやり方が一

番よかったかというと、結果論からいきますと、

うちあたり――ちょっと工場に勤めてるもんで

すから、よくやるのは、異音がするとき、もう

終わってます。異音がする前に発見する方法を

見つけなくてはいけません。 

 ここでいくと、給脂配管がありますので、そ

の給脂がきちんとやれてるかというところが、

給脂するグリースの量がきちんと減っているか、

その確認を必ずすることですけど、それともう

一つ、定期的に給脂をきちんとやって、グリー

スがはみ出ますので、そのグリースを取って、

それをかな粉が出てるか出てないかの検査をや

ります。これが一番早いです。初期に出てくる

のはかな粉が出る。かな粉がたくさん出ると異

音がするということですので、そういったとこ

ろで量がどのぐらいかという基準がありますの

で、それを超えたら開放点検をやるというとこ

ろになってきますので、グリースのまずは量、

それから定期的にはみ出てくるグリースのかな

粉、この両方を調べると。かな粉はゼロではな

いと思います。若干ずつ減ってきますので。そ

ういったやり方で保全業務を少し見直されたら、

古い設備ですので、長く使えるかなと思います。 

 どうしても密閉型のところですので、なかな

か点検も大変と思いますが、やろうと思えばそ

ういうところで経費を安くできるのかなと思っ

ております。よろしくお願いします。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２０号・八代市南部排水機場３号ポン

プ設備復旧工事に係る契約の変更については、

可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は可決されました。 

 小会いたします。 

（午後２時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３７分 本会） 

◎陳情第１号・八代市食肉センター跡地におけ

る「資料展示館（仮称）」の建設について 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、請願・陳情の審査に入ります。 

 今回、当委員会に付託となっておりますのは、

新規の陳情１件です。 

 それでは、陳情第１号・八代市食肉センター

跡地における「資料展示館（仮称）」の建設に

ついてを議題といたします。 

 要旨は、文書表のとおりですが、念のため書

記に朗読いたさせます。 

（書記、朗読） 

○委員長（古嶋津義君） 本陳情について御意

見はありませんか。執行部の意見を聞きますか。 

○委員（中山諭扶哉君） この陳情の中に、建

設に向けて協議を重ねてきたということがあり

ますので、ちょっとお話を執行部のほうからも

聞きたいと思います。 

○委員長（古嶋津義君） 小会いたします。 

（午後２時４０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時４３分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 
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 それでは、本件に関し執行部からの説明を求

めます。 

○農業振興課長（稲田忠征君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）農業振興課の

稲田でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、これまでの対応について説明のほ

うをさせていただきます。着座にて説明させて

いただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 食肉センター

跡地の利活用につきましては、都市計画道路西

片西宮線の整備状況を見ながら、庁内の八代市

食肉センター跡地利活用連絡調整会議、こちら

のほうで意見を取りまとめを行うとともに、地

元の方々、住民の方々やまちづくり協議会、宮

地の方々と相談をしながら、地元の意見を取り

まとめ、検討を行うこととしており、平成２９

年度、令和元年度に提出されされた同陳情の審

議の際にもこのように説明をさせていただいて

いるところでございます。 

 このたび、三たびですね、陳情が提出された

ところでございますが、現在もこの方針は変わ

っておりません。 

 なお、先ほど述べました連絡調整会議は、平

成３０年度から今年度まで合計５回開催をして

おります。西片西宮線の食肉センター跡地がか

かる区間が未着工であったことから、それまで

は、これまでは進捗状況やその他の情報共有を

行ってきたところでございます。 

 現在、西片西宮線、こちらのほう、食肉セン

ター跡地内の工事を行っているところでござい

ます。全線開通は令和１０年度を予定している

と聞いております。 

 そこで、平成３０年３月１５日の経済企業委

員会におきまして、住民への説明をいつどのよ

うな形で行うのかは考えていないと、当時はお

答えしております。 

 しかしながら、西片西宮線の開通の時期が見

えてまいりましたので、執行部としましては、

地元の意見を伺いながら、跡地の利活用を検討

してまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ただいま執行部から

説明がありましたが、本陳情について御意見等

はありませんか。 

○委員（木村博幸君） 陳情書の説明の中にあ

りましたが、これまで私たちと行政が現地研修

会や様々な研修会を通してとあります。その内

容が、人権課題とか、それから、部落問題、そ

れから、教育関係、社会啓発とそういったとこ

ろを陳情書に書いてあります。そういった内容

を実際検討されてこられたのか、もしくは検討

内容の結果というのは、もしどこかに出てたの

か、その辺が分かれば少しお聞きしたいと思い

ます。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 先ほどお話し

しました連絡調整会議、こちらのほうで協議と

いいますか、検討といいますか、また先ほども

お話ししましたように、工事の区間が未着工で

あったことから、ただ情報の共有であったりと

いうのを行ってきたところでございます。 

 この連絡調整会議ではそこまでだったんです

けども、その後ですね、令和４年、この連絡調

整会議とは別にですね、令和４年に各課のほう

に利用の意向調査、こちらのほうさせていただ

いております。 

 その結果としまして、短期的利用に関しての

み、妙見祭や全国花火大会、こちらのほうでの

駐車場での利用とか、そういったふうに使いた

いという意向はありましたが、長期的な利用に

ついての意向、希望はなかったような状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見はありま

せんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 地元の方々の意見と
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いうのも、もしも分かれば教えてほしいんです

けど。 

○農業振興課長（稲田忠征君） これまでの地

元の方々からの利活用の希望につきましてです

けども、平成１２年、請願があっております。

その際はゲートボール場の存続や、スポーツ公

園建設。あと、まちづくりトーク、こちらは平

成２１年ですけども、運動公園。あと、平成２

１年４月の地元町内会長さんとの意見交換の際

には運動公園であったり地震災害時の避難場所。

あと、今回の要望と同様に、平成２９年７月、

令和元年６月に同様の陳情が出されてるという

ような状況でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに御意見はあり

ませんか。 

○委員（木村博幸君） また、陳情書のくだり

の部分に近いところなんですけど、おっしゃっ

てる中では、食肉文化の遺産として後世につな

げていける大切な価値があるというふうに書い

てありますが、実際、私、見てはいないんです

けど、そこは確認されて、何か方向性じゃない

ですけど、結果かなんか出たんでしょうか。確

認されてる、されてないですか。 

○農業振興課長（稲田忠征君） この施設に関

しては、農業振興課のほうで所管しておりまし

たので、建物等内部とそこに置いてありました

機材等については、確認を行っております。 

 そこで農林水産部としましては、農業用の施

設として、そういった農業の施設としての跡地

利用という計画は現在のところございません。 

○委員（木村博幸君） 確認ですけど、実際物

を見て、職員が見て、これはそういう資料館を

つくるまでには至らないという結果がそのとき

出たというふうに受け取ってよろしいんでしょ

うか。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 委員のおっし

ゃるとおりでございます。 

○委員（木村博幸君） 分かりました。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見はありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） この陳情については、

例えば継続審査をするとか、審議未了という方

法がありますが、いかがいたしましょうか。

（委員木村博幸君「意見もよろしいですか」と

呼ぶ）（｢まだ」と呼ぶ者あり） 

○委員（上村哲三君） 都市計画道路がもう決

まってるんでしょう。（委員中山諭扶哉君「工

事が真ん中ぐらいまでです」と呼ぶ）そぎゃん

だろう。 

○委員長（古嶋津義君） 西片西宮線の話と思

うばってん。 

○委員（上村哲三君） それがどういう影響を

起こすの。施設に対して、土地に対しては。真

ん中を通るとか、端っこを行くのかとか。 

○農業振興課長補佐（野田良晴君） 農業振興

課、野田でございます。よろしくお願いします。 

 委員お尋ねの西片西宮線がどのような状況に

なるかというと、ちょっと口頭だけでは説明し

づらいんですが、ちょうどひし形のような敷地

をしております。その右端をかすめるような形

になって大半は残ると。あと、８０平米ほどが

残地としてまた道の反対側に残るというような

土地の形状になります。 

 地元にどのような影響かといいますと、当時

から地元の方に対してどのようにするのが一番

いいのかというのを考える中で、道ができた後、

もしくは食肉センターを解体した後に、地元の

意見を伺ったりする中で、地元の方の考えもい

ろいろそのときこそ出てくるんじゃないかとい

うところで、当時、決定をしたというところで

ございます。 

○委員長（古嶋津義君） 意見はありませんか。 

○委員（木村博幸君） 先ほどの行政としての

結果を踏まえると、資料館という方向性はない

ようなお話もありましたが、実際、地域の方の
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お声を実は聞いてまいりました。申し上げにく

いんですけど、同意を得られるような話ではな

かったということだけ付け加えさせていただき

ます。 

○委員長（古嶋津義君） ということは、審議

未了ということですか。 

○委員（木村博幸君） いや、要らないという

ことで。 

○委員（中山諭扶哉君） 私は、今、道路の建

設過程が、素人目から見ると半分ぐらいだとい

うふうに思うんですけど、かかってしまってか

らというか、今まだちょっと継続で審議したほ

うがいいんじゃないかなというふうに思うとこ

ろがあるんですよね。今さっき言われたような

地元の意向、これ出されている陳情者の方の意

向、また執行部の意向というのがちょっと今見

えないものですから、もうちょっと何か詰めて

いただいたらどうかなというふうに思います。

継続でいいんじゃないかなと私は思っているん

ですが。 

○委員長（古嶋津義君） 今、継続審査と審議

未了という意見がありましたので。 

 小会します。 

（午後２時５４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０３分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 意見はありませんか。 

○委員（木村博幸君） 今までの質疑の中をい

ろいろ踏まえまして、あと、道路は西片西宮線

が間もなく完成すること、それから、やっぱり

地域の方の意見もやっぱりいろいろ聞くこと、

そういうこともありますが、この件については、

審議未了としたが妥当かと思います。いかがで

しょうか。 

○委員（中山諭扶哉君） 私は、先ほど、継続

ということでお話ししたところでございますけ

ど、陳情者の方、そして、地元の意向、そして

執行部の方々の意見等ですね、まだまだまとめ

なきゃいけない部分があるというふうに感じま

した。 

 そして、令和１０年に西片西宮線が開通する

ということで、そこまで待たないと恐らく状況

が分からないだろうということを思いました。

これから先、しばらくまだ時間がかかるのかな

というふうに思いましたので、先ほどの継続に

ついては、ちょっと下ろさせていただきたいと

いうふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに御意見はあり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 継続審査じゃなくて

審議未了ということですので、そちらでお諮り

をさせていただきます。 

 ほかに御意見はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 陳情第１号・八代市食肉センター跡地におけ

る「資料展示館（仮称）」の建設については、

閉会中継続審査の申出をしないこと、並びに結

論を得るに至らなかったこと、すなわち審議未

了とするに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

 執行部は御退出ください。 

 小会します。 

（午後３時０６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０６分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終
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了しました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会します。 

（午後３時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０８分 本会） 

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

（旧八代市厚生会館跡地利活用基本構想につい

て） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 執行部より、産業・経済の振興に関する諸問

題の調査に関連して、１件の発言の申出があっ

ておりますので、これを許します。 

 それでは、旧八代市厚生会館跡地利活用基本

構想についてをお願いいたします。 

○文化振興課長（米崎寿一君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）文化振興課の

米崎でございます。よろしくお願いいたします。 

 失礼ながら着座にて御説明させていただきま

す。 

 それでは、旧八代市厚生会館跡地利活用基本

構想の概要について、資料を基に説明させてい

ただきます。 

 お配りしております資料、旧八代市厚生会館

跡地利活用基本構想の概要について（案）をお

願いいたします。 

 まず、１の基本構想策定の目的といたしまし

ては、令和５年７月に閉館しました旧八代市厚

生会館の跡地において、市民の皆様の賑わいと

憩いの場となるような空間整備を行うことを目

的に、広く市民の皆様の御意見や思いを踏まえ

た跡地利活用の基本理念やコンセプト、さらに、

導入機能などについて取りまとめた基本構想の

策定を行うものでございます。 

 次に、２、中心市街地及び旧八代市厚生会館

跡地における現状と課題といたしまして、大き

く３つの項目について整理をいたしております。

まず、１つ目は、少子高齢化に伴う人口減少が

進む中、中心市街地における平成１８年からの

人口減少率は１４.７％となっており、これは

市全体の減少率１２.９％より高い減少率とな

っております。 

 ２つ目としまして、増加するインバウンド旅

行者への情報発信、周辺の歴史文化資源との連

携による回遊性を高める取組、今後の新八代駅

周辺整備により見込まれる新たな人流を呼び込

む取組など、中心市街地の活性化に寄与する跡

地の利活用を検討する必要がございます。 

 ３つ目としまして、旧厚生会館が所在します

場所は、都市計画公園八代城跡公園内に位置し

ておりますため、用途地域の建築形態の規制以

外に、建蔽率の上限規制や建築できる建物用途

に制限があるような状況でございます。 

 次に、３、市民等の意向の把握といたしまし

て、基本構想の作成に当たりまして、跡地利活

用に関する基本理念やコンセプト、導入機能と

いった事項に関し、幅広い市民の皆様の御意見

をお伺いするため、市内にお住まいの１８歳以

上の方を対象に３０００人を無作為抽出した市

民アンケート及び関係団体のヒアリングを昨年

９月から１０月にかけて実施いたしました。 

 市民アンケートにつきましては、性別や年齢、

お住まいの校区などといった基本情報をはじめ、

中心市街地への来訪頻度やその目的及び来訪手

段といった項目、跡地に求める機能、また、跡

地を整備する際に留意すべき事項や活用目的な
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ど１１の項目についてお尋ねし、１０５９人の

方から御回答をいただき、回答率は約３５％で

した。 

 関係団体ヒアリングは、経済団体や文化団体、

商業団体、地域団体など１６団体に直接御訪問

の上、御意見をお聞きし、このうちの１３団体

から御回答をいただいております。 

 まず、市民アンケートの集計結果のうち、主

なものとして、跡地の整備に必要な付帯機能、

整備の際に特に留意すべき事項、さらに活用方

法の３つの項目について御説明させていただき

ます。 

 １、市民アンケート、（１）の跡地を賑わい

と憩いの場となるような空間として活用し、中

心市街地の賑わい創出につなげる為、跡地の整

備に必要な付帯機能についての回答といたしま

して、各種イベント開催時における音響機器等、

芸術・文化機能が約２２％と最も多く、続いて、

備蓄倉庫や災害トイレなど、防災・減災機能が

約２１％、ベンチ、日除け施設、芝生などの公

園機能が約１７％となりました。 

 次に、（２）の整備する際に、特に留意すべ

き事項についての回答といたしましては、市民

の負担、市の財政負担を極力少なくするが約２

７％、続いて、ユニバーサルデザイン等、利用

者が限定されないよう配慮するが約２３％、民

間活力を積極的に活用するが約１４％となりま

した。 

 次に、（３）の活用方法として適当だと思わ

れるものにつきましては、クルーズ船寄港、や

つしろ全国花火競技大会、妙見祭（御夜等）な

どと連携したイベントの開催など、市外、県外

等から人を惹きつけるような活用が約２２％、

続いて、近隣商店街と連携したイベントの開催

など、近隣の商店街等の活性化につながる活用

が約２１％、簡易遊具やベンチ設置等、公園機

能の充実による中心市街地における憩いの場と

しての活用など、子育て世代の憩いの場として

の活用が約１７％となりました。 

 一方、関係団体ヒアリングにつきましては、

（１）の跡地の整備に必要な付帯機能につきま

しては、お土産・軽食販売用ミニショップなど

の観光・コンベンション機能が約３０％で最も

多く、続いて、各種イベント開催時における音

響機器などの芸術・文化機能が約２６％となり

ました。 

 （２）の整備する際に、特に留意すべき事項

としましては、お祭りでんでん館など、周囲の

施設と一体的に利用できるよう配慮するが約３

８％、続いて、周辺の街並みや景観に配慮する

が約２１％となりました。 

 最後に、（３）の活用方法としましては、民

族伝統芸能の披露や笠鉾・亀蛇の屋外展示など、

お祭りでんでん館と連携したイベントの開催な

ど、歴史、文化ゾーンにふさわしい活用が約３

９％、続いて、クルーズ船寄港、やつしろ全国

花火競技大会、妙見祭（後夜等）などと連携し

たイベント開催など、市外、県外等から人を惹

きつける活用が約３０％となりました。 

 次に、４、基本理念といたしまして、旧厚生

会館跡地の整備を検討するに当たりましては、

市民の皆様の賑わいと憩いの場となるような空

間を整備し、文化・芸術イベントの開催などを

官民連携して実施することで、中心市街地の賑

わい創出につなげるという旧厚生会館の機能移

転の方向性に沿って、市民アンケートや関係団

体ヒアリングで頂戴いたしました市民及び関係

団体の御意向を踏まえた上で、跡地整備コンセ

プトを設定する必要がございます。 

 また、周辺にある国史跡八代城跡や国名勝松

浜軒をはじめとする歴史文化資源を有機的に結

び、歴史・文化ゾーンとしての魅力を高めるこ

とも重要です。 

 これらを踏まえまして、跡地が歴史・文化ゾ

ーンの中央に位置し、国史跡八代城跡の堀端に

立地いたしますことから、常に人々が交流し、
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街なか観光の起点となるよう、整備コンセプト

をおほりば街なかスポットとし、人を惹きつけ

る新たな空間整備を行うことといたします。 

 このおほりばの４文字は、跡地の利活用を行

う上で、４つのキーワードを表しております。

詳細は１ページ右下のほうに整備コンセプトで

書いてございますが、まず、おほりばの「お」

は、起点・起源といった意味の英単語、Ｏｒｉ

ｇｉｎｅ（オリジン）の頭文字で、跡地を観光

の起点としての役割だけではなく、地域の伝統

芸能、文化の情報発信の場として、交流・情報

の起源となるような場所を創出することを表し

ています。おほりばの「ほ」は、人気・活気・

賑わいといった意味のＨｏｔ Ｓｐｏｔ（ホッ

トスポット）の頭文字であり、跡地を賑わいと

活気に満ちた、常に人々が交流する人気スポッ

トとなるような空間を創出ということを表して

います。おほりばの「り」は、憩い・癒しを表

すＲｅｌａｘａｔｉｏｎ（リラクゼーション）

の頭文字であり、中心市街地の憩いの場、歴史

・文化ゾーンの癒しの場、さらには安心・安全

を提供する場を創出するということを表してい

ます。最後に、おほりばの「ば」は、多様性・

異種を表すＶａｒｉｅｔｙ（バラエティ）の頭

文字で、子供や高齢者、障害者、外国人観光客

など、全ての利用者が快適に利用できる空間を

創出するということを表しております。 

 資料の２ページをお開きください。 

 まず、中心市街地との連携イメージ図につい

てですが、図の中心に位置する国史跡八代城跡、

国名勝松浜軒、松井神社などの歴史文化資源が

集まった、薄い茶色の点線で囲んだ範囲を歴史

・文化ゾーンとして設定をしております。 

 また、代陽小学校、第一中学校、八代東高等

学校等を含めました、黄色の点線で囲んだ範囲

を教育施設集積地とし、これら教育施設の連携

を図ってまいります。 

 また、ＪＲ新八代駅や八代駅などとの交通連

携として、紫の矢印、さらに、旧厚生会館跡地

から、堀端通、お城通、こいこい通、赤い点線

で結んでおりますが、こちらをめぐり、中心市

街地である商業集積地への回遊を促すルートを

設定しております。 

 また、中心市街地に点在します神社仏閣につ

いても、茶色のドットで落とし込みをしており

ます。 

 次に、５の跡地整備の基本方針につきまして

ですが、１、跡地整備の基本方針、２、導入機

能と整備内容、３、利活用案の検討の３項目に

ついて整理しております。まず１、跡地整備の

基本方針としましては、先ほど御説明いたしま

した、おほりば街なかスポットの整備コンセプ

トに沿って、整備の基本方針を起点となる場所、

活気と賑わいのある場所、癒しと憩い、安心を

提供する場所、すべての人が利用しやすい場所

とし、その４つの基本方針に沿って想定される

整備内容などを設定いたしました。 

 まず、基本方針１の起点となる場所につきま

しては、中心市街地を回遊する起点として、八

代城跡や松浜軒、神社仏閣など、点在する歴史

文化資源を紹介する観光案内板や、お城通、堀

端通、こいこい通などをめぐり、中心商店街へ

の回遊を促す情報発信設備など、観光誘導・回

遊促進機能の導入を図ります。 

 また、新八代駅周辺において、にぎわい創出

の核となる大規模集客施設の整備を予定してお

りますことから、新八代駅周辺と中心市街地の

連携を図りながら、新たな人の流れを創出し、

市内循環バスなどの地域交通機関と連携した交

通結節機能の強化を図ります。 

 次に、基本方針２の活気と賑わいのある場所

につきましては、市役所をはじめとする主要な

公共施設に囲まれた八代城跡の堀端に面した場

所であり、日常的に多くの人々が集まり、活気

に満ちた人を惹きつける場所を創出する交流機

能として、隣接するお祭りでんでん館や既存の
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北側芝生広場と一体的な活用ができるよう、敷

地の連続性を確保した多目的に利用可能な芝生

広場スペースを整備します。 

 また、官民連携して実施する様々なイベント

の実施による活気とにぎわいを中心市街地に波

及させるためのにぎわい機能として、屋外ステ

ージや軽食などを提供可能なキッチンカースペ

ースなどを整備します。 

 次に、基本方針３、癒しと憩い、安心を提供

する場所としまして、中心市街地における休息

・憩いの空間としてお過ごしいただくため、隣

接するお祭りでんでん館の大屋根を活用した日

よけ場所、周回園路、簡易遊具などの余暇・レ

クリエーション機能の導入や、災害時における

市民の皆様の安心・安全を確保するためのマン

ホールトイレ設備や、かまどベンチなどの防災

機能の導入を図ります。 

 最後に、基本方針４のすべての人が利用しや

すい場所といたしまして、子供から高齢者まで

世代を問わず、障害者や外国人観光客を含めた

全ての利用者が快適に利用できるよう、ユニバ

ーサルデザインを採用した多機能トイレや外国

人案内機能などを導入し、多様性への対応を図

ってまいります。 

 次に、２、導入機能と整備内容についてでご

ざいますが、２ページ目右下の表の導入機能と

想定される整備内容に掲載しておりますとおり、

整備コンセプトや基本方針、導入機能ごとに想

定される整備内容を整理いたしました。整備内

容は、主なものといたしまして、観光案内設備、

芝生広場、屋外ステージ、周回園路、簡易遊具

やベンチ、多機能トイレなどとなりまして、こ

れらは、市民アンケートなど、市民の皆様の意

向の把握結果に基づいた内容としております。 

 続きまして、資料３ページをお願いいたしま

す。 

 整備のイメージといたしまして、ただいま申

し上げました整備内容を基にしました鳥瞰パー

ス図を掲載しております。 

 次に、３、利活用案の検討としまして、６つ

の利活用案を挙げております。まず、例の①と

いたしまして、本市を初めて訪問された市外・

県外の方でも、中心市街地の観光施設や飲食店

などの情報をリアルタイムに取得できるデジタ

ルサイネージなどの設置により、観光案内・情

報発信を常に最新の情報に更新するとともに、

神社仏閣や商店などに関する情報をＱＲコード

などで表示し、スマートフォンの地図アプリ等

に目的地までのルートを表示させる。さらに外

国語に対応させ、クルーズ船のインバウンド対

応も図ります。 

 次に、例②では、市民参加型行事である八代

くま川祭りや、民間主導で実施いたしました八

代城築城４００年記念行事などといった集客効

果の高いイベントを夜市やトラック市などの近

隣商店街の取組と連動して実施するなど、跡地

の賑わいをまちなかに波及させる取組を日常的

に行う場として活用を図ります。 

 次に、例③としまして、お祭りでんでん館と

連携して、市内各所で継承される無形民俗文化

財の実演や体験イベント、各地域ゆかりの特産

物などを販売するマルシェなどを屋外ステージ

や芝生広場を活用して実施いたします。また、

妙見祭の笠鉾の一斉組立、解体等に広場を活用

することで、市民や観光客が本市の伝統文化を

身近に感じ、歴史文化資源を巡りながら街なか

を散策する機会の創出を図ります。 

 例の④としまして、国際クルーズ船の入港時

に中心市街地におけるシャトルバスの発着所と

して使用するとともに、入港イベントとしてお

祭りでんでん館と連携した伝統芸能の披露、城

下町の歴史やまち歩きの紹介を行い、中心商店

街への回遊を促してまいります。 

 例の⑤としまして、今後実施されます八代亜

紀さんメモリアル事業の取組みや、こいこい通

の広場を活用した取組などの周辺情報の情報発
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信を行い、跡地から中心商店街への回遊を促し

ます。 

 最後に例の⑥といたしまして、ゆったりとし

た空間の広がる憩いの場として、高齢者の方が

芝生広場で健康づくりのためのウオーキングを

楽しんだり、親子で遊べる遊具、また、お祭り

でんでん館の屋根下空間を活用した読書・飲食

スペースの設置など、誰もが心地よく憩う事の

出来るサードプレイスの提供を図ってまいりま

す。 

 次に、６、事業手法及びスケジュールのうち、

１番の事業手法の検討についてでございますが、

跡地は、都市計画公園八代城跡公園に含まれま

すことから、都市公園事業の補助メニューが活

用可能となっております。施設整備費につきま

しては、２分の１の補助となりますが、補助対

象が都市公園内の対象施設に限られてまいりま

す。 

 また、もう一つ、本市が策定を進めておりま

す立地適正化計画において、跡地は都市機能誘

導区域内に含まれますことから、都市構造再編

集中支援事業を活用するということも可能とな

ります。本事業は、都市公園事業と同じ補助率

で、５０％の補助率で整備をすることができま

す。 

 次に、事業のスケジュールといたしましては、

跡地の利活用に係ります整備は、旧厚生会館の

将来的な解体時期によって整備スケジュールが

決定することとなりますことから、旧厚生会館

の解体着手年度をＮ年度とし、それ以降のスケ

ジュールに関しましては、図でお示ししている

とおりでございます。 

 最後に７、概算事業費の算定といたしまして、

ただいま御説明いたしました内容を基に算定を

行っております。まず、芝生広場整備等が約３

８００万円、屋外ステージ、電源設備の設置等

が１０００万円、観光情報スペース、トイレ、

案内板等が３４００万円、防災設備等が２００

０万円、その他給排水設備、簡易遊具などを含

めた備品等も含めまして６８００万円となり、

合計で約１億７０００万円としております。あ

くまでも令和６年度単価による概算額となりま

すので、今後の物価高騰などにより事業費が増

額となる可能性もございます。 

 以上で、旧八代市厚生会館跡地利活用基本構

想の概要についての説明を終わらせていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 基本構想をつくるのに

委託費がたしか５００万円だったと思うんです

けども、この今示しがあった資料は全てその委

託業者が作成した資料なんでしょうか。 

○文化振興課長（米崎寿一君） 基本的な情報、

条例関係とか設定要件等の情報は市のこちらの

ほうから御提供をしております。そして、アン

ケートにつきましても、発送業務につきまして

は市のほうで行っておりまして、集計業務のほ

うを業者さんのほうにお願いしたといったとこ

ろになっております。 

○委員（谷口 徹君） コンサル、委託業者の

部分と市の部分、この構想にはどれくらいの割

合で関わっているか、そういったのは分かりま

すか。市の考えがこの構想の中に、市の担当者

とか関係部署の考えがここに入っているかどう

かをちょっと聞きたいんですけど。 

○文化振興課長（米崎寿一君） まずもって、

この基本構想の策定に当たっては、この跡地を

にぎわいの場とするというこの目的に沿って、

基本構想のほうを策定をしております。そうい

った面で、これまでの市の取組、そういったと

ころについては、市の考えというところも当然

ながら入っているかと思います。併せてこちら

の基本の整備方針あたりの設計要件の整備等に

ついては、委託業者さんのほうでお調べいただ

いたりした情報を基に資料のほうを作成してい
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るといったところになっております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 市民アンケートの中

に、そもそも解体を希望していないというよう

な意見はなかったんでしょうか。 

○文化振興課長（米崎寿一君） １１の設問の

中で、自由記入欄というのを設けております。

この中で、１０００件ほど御回答いただいた中

で、自由記入の書き込みをいただいた御回答が

約３００件ほどございました。その中で、いろ

いろと具体的な施設で整備を希望するというよ

うなお考えのところもあったんですが、先ほど

委員がおっしゃられました、例えば解体に反対

するような御意見といったところにつきまして

は、件数としましては３６件いただいておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で旧

八代市厚生会館跡地利活用についてを終了しま

す。 

 執行部は御退席ください。 

 小会いたします。 

（午後３時３４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３４分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について、

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で所

管事務調査２件についての調査を終了いたしま

す。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申出をいたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 最後に、本委員会の管外行政視察について協

議のため、小会いたします。 

（午後３時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時４３分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 それでは、本委員会の派遣承認要求の件につ

いてお諮りいたします。 

 本委員会は、産業・経済の振興に関する諸問

題の調査、水道事業に関する諸問題の調査のた

め、管外行政視察を行うこととし、議長宛て派

遣承認要求の手続を取らせていただきたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 なお、日程、調査事項につきましては、書記

に１９日まで御連絡いただければと思います。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了しまし

た。 

 これをもって経済企業委員会を散会いたしま

す。 

（午後３時４４分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和７年３月１３日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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